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基調講演

特別講演

島田 由香
ユニリーバ・ジャパン・
ホールディングス株式会社
取締役 人事総務本部長

鶴谷 武親
CAPS株式会社
代表取締役社長
早稲田大学大学院
客員教授

高木 宗一郎
東京大学大学院
情報学環准教授　

湯田健一郎
東京テレワーク
推進センター
事業責任者　

北川 正恭
早稲田大学名誉教授
早稲田大学マニフェスト
研究所顧問
元 三重県知事

主催者講演

山田  匡通
公益社団法人  
日本ファシリティマネジメント協会（J

ジ ャ フ マ

FMA）
会長

柳沢 幸雄
開成中学校・高等学校校長、
東京大学名誉教授、
元ハーバード大学
公衆衛生大学院環境健康学科
准教授・併任教授

松本  晃
元カルビー株式会社 
代表取締役会長兼CEO

石坂 典子
石坂産業株式会社 
代表取締役

2020

2020

松岡 利昌
株式会社松岡総合研究所 
代表取締役
日本オフィス学会 会長　
JFMA理事

第14回 日本ファシリティマネジメント大会

お問い合わせ 

公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会  
フォーラム事務局
TEL.03-6912-1177   
E-Mail : fm-forum@jfma.or.jp
■事前参加申込登録先

事前登録者に限り無料 
2月18日正午まで登録可
http://www.jfma.or.jp/FORUM/2020/ 

ファシリティマネジメントが拓く未来 

フォーカスの
      時代人

開催日

2020年2月19日（水）～
                   2月21日（金）

展示会開催日  2月20日（木）～ 21日（金）

会　場　

タワーホール船堀
東京都江戸川区船堀 4-1-1

主　催

公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会
（JFMA）

後　援　

経済産業省
国土交通省
日本経済新聞社　

協　賛  （五十音順）

一般社団法人  京都ビジネスリサーチセンター

一般財団法人  建築保全センター

公益社団法人  全国ビルメンテナンス協会

一般社団法人  東京建築士会

公益社団法人  土木学会

特定非営利活動法人  日本PFI・PPP協会

一般社団法人  日本アセットマネジメント協会

公益社団法人  日本医業経営コンサルタント協会

一般社団法人 日本オフィス家具協会

一般社団法人  日本経営協会

公益社団法人  日本建築家協会

一般社団法人  日本建築学会

公益社団法人  日本建築士会連合会

公益社団法人  日本建築積算協会

一般社団法人  日本コンストラクション・マネジメント協会

一般社団法人 日本能率協会

一般社団法人  日本ビルエネルギー総合管理技術協会

一般社団法人  日本ビルヂング協会連合会

公益社団法人 日本不動産鑑定士協会連合会

一般社団法人 ニューオフィス推進協会

一般社団法人  不動産協会

一般社団法人 不動産証券化協会

ロイヤル・チャータード・サベイヤーズ協会

公益社団法人  ロングライフビル推進協会

日本オフィス学会

（25団体）
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年頭のごあいさつ

公益社団法人  日本ファシリティマネジメント協会（J
ジ ャ フ マ

FMA）

会長　山田  匡通  やまだ まさみち

　新年あけましておめでとうございます。平素より当協会の

活動にご理解とご協力をいただき、深く感謝申し上げます。

当協会も今年で設立 33 年目を迎えることができました。これ

もご支援いただきました会員の皆様、関係団体の皆様によ

るご尽力の賜物として深く御礼申し上げます。

　昨年、当協会の 18の調査研究部会は、ファシリティマネ

ジメント（FM）のさまざまな分野で活動しましたが、特に健

康経営、公共 FM、BIM・FMなど、ファシリティと人間のコ

ラボからFMの支援技術まで、ますます発展的な活動をい

たしました。健康と幸福（ハピネス）は、本来人間の求める

ものです。それらの探求から、ICTやAIの高度化、さらに

ISO・FMなどグローバル化もますます進化しております。

　一方、地震をはじめ、台風、大雨・洪水などの自然災

害は常態化し、地球温暖化との関係は無視できません。こ

のような中で、2015 年 9月に国連総会で採択されたSDGs

（持続可能な開発目標）は、政府、自治体をはじめ、各

企業・団体でもさまざまな取り組みが行われていますが、人々

の活動の場から地球環境まで取り扱うFMの考え方が、多

くの部分で関連するとともに、その役割は非常に重要になっ

ているといえます。

　今年、2月19日～ 21日にタワーホール船堀で開催いたし

ます第 14 回日本ファシリティマネジメント大会（ファシリティマ

ネジメントフォーラム2020）では、テーマを「人フォーカスの

時代～ファシリティマネジメントが拓く未来」としました。基調

講演は開成中学校・高等学校校長で東京大学名誉教授の

柳沢幸雄様、元カルビー株式会社代表取締役兼 CEOの

松本晃様、石坂産業株式会社代表取締役の石坂典子様、

また各界第一人者の方々に特別講演をいただくことになっ

ております。僭越ながら、私も主催者として講演を予定して

おります。さらにグローバル、SDGs、健康経営・WELL、

eコマース、BIM、インフラマネジメントなどのシンポジウム、

約 80セッションの講演、展示会や FM入門者に向けたさま

ざまな企画もしております。FMの英知を結集したファシリティ

マネジメントフォーラム2020 への皆様のご来場をお待ちして

おります。

　SDGs の理念は「誰一人取り残さない」です。言い換え

ると人々の幸せを追求することにほかなりません。今年は、

人にフォーカスしたファシリティ構築への再スタートの年として

FMを進化すべく取り組んでまいります。

　皆様のますますのご健康とご発展を祈念するとともに、今

後とも、JFMA へのご指導・ご支援をよろしくお願い申し上

げます。
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第14回  日本ファシリティマネジメント大賞-J
ジ ャ フ マ

FMA賞
〈表記凡例〉 応募タイトル	

FM実践組織（所在地）
サービス提供者

 ● 最優秀ファシリティマネジメント賞
（鵜澤賞）

持続可能な社会構築のための
広域FM　
神奈川県住宅供給公社の事例

神奈川県住宅供給公社
株式会社オービック
株式会社フューチャーネットワークス

一般社団法人かながわ土地建物保全協会

講評：既存公社住宅ストックの再編成・利活用が大きな経営課題となっ

ている同公社は、約7 年間、FM の視点による経営改革を推進している。

ライフステージの変化に対応する賃貸住宅事業、「生涯自立」を掲げる

高齢者住宅事業、SDGs への取り組み、財務再編成など、山積する課題

を幅広く、着実に解決して前進させ、成果をあげている。FM の財務・品

質・供給の3 視点がバランスよく、長期を見据え戦略的に展開されてい

る。その基盤となっているのがFM のデータベースで、全施設の状況が

的確に把握でき、PDCA を回して更新されている。理事長以下、80 名足

らずの職員により、賃貸住宅114 団地、13,500 戸、高齢者施設970 室

について、ニーズの変化、地域社会への貢献なども盛り込み、負債を低

減するなど、賢く経営し、活用する事業を展開しており、高く評価された。
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日本ファシリティマネジメント大賞（ JFMA 賞）は、日本国内におけるFM の普及・発展に資することを目的として、FM に関
する優れた業績等を表彰する制度です。2019 年12 月19 日に第14 回日本ファシリティマネジメント大賞が発表されました。
2020 年2 月に開催される第14 回 日本ファシリティマネジメント大会（ファシリティマネジメント フォーラム2020）に
おいて授賞式と受賞者による事例発表が行われます。

● 優秀ファシリティマネジメント賞 

● 優秀ファシリティマネジメント賞

全室個室病棟の
県立下呂温泉病院における
FM実践活動  

地方独立行政法人 
岐阜県立下呂温泉病院

（岐阜県下呂市）

株式会社安井建築設計事務所
三重大学 教授　加藤 彰一
名古屋大学 名誉教授　谷口 元

講評 ： 2014 年竣工の県立病院の計画と運営に関するFM 実践事例の応募である。2009 年
より基本計画を開始し、プロポーザルでの設計者選定、その後の設計期間を通して、公立病院
としては画期的な全室個室病棟（差額なし）の計画が練り上げられた。竣工後においても、看
護師の動線が長くなる課題を解決する効率的な看護体制への改善など、PDCA を回す経営
が継続されている。病棟水回りなどを工夫し、工費もローコストに抑えられている。現理事長
のリーダーシップとスタッフの努力により、全個室型病院の企画・計画・設計、竣工後の運営
と改善が、一貫して取り組まれている点が高く評価された。継続的な改善活動を担保するよう
FM の組織体制を充実することが今後の課題といえる。

消滅可能性都市が掲げる
持続可能な公園経営

東京都豊島区
南池袋公園をよくする会
株式会社ランドスケーププラス

講評： 公立公園の活性化事例の応募である。地元と地元をよく知る民間企業、行政の三者協
力による新しい公園経営のビジネスモデルを創造している。カフェレストランの営業、イベン
トスペースの運営、ランドスケープデザインなど、心地よい公園のハードとソフトの両立によ
り、住民が寄り付かなかった状況を大きく改善して、約３年間の実績がある。地下に設けた変
電設備の賃料、レストラン売上の一部など、一般の自治体公園にはない収益があり、それを原
資にして投資の回収、公園運営費の充当を行っており、黒字経営となっている。豊島区行政で
は、池袋駅周辺の4 公園
の整備構想を策定し、4 公
園をそれぞれ性格を変え
て活用する計画が半ば完
成し、運用されている。公
園というファシリティをま
ちづくりに活用している好
事例といえる。
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自然の原音（周波数）を活用し、
空間の快適性を
高める技術の開発

株式会社JVCケンウッド・
ビクターエンタテインメント

●技術賞 

講評： 自然の原音を高解像度で活用して、人の生活する音環境をつくるBiophilic Sound 
Design（BSD）の技術についての応募である。心地よさ、サウンドマスキング効果、リラック
ス効果、サーカディアンリズムの生理効果などが期待できる。同社のハイレゾ音源、ハイレ
ゾ再生の技術を活用して、鳥の声は上から、川のせせらぎは下からというように、自然界に
居るような音空間を再現し、音環境づくりを行う。音源は季節の変化などに応じて定期的に
更新される。すでに約200 の適用事例があり、FM の分野での音環境づくりの技術として評
価できる。

● 特別賞

横浜中央郵便局別館における
施設暫定活用プロジェクトの
取組み

日本郵便株式会社　
株式会社アカツキライブ
エンターテインメント
（神奈川県横浜市）

株式会社コスモスモア
株式会社ヒトバデザイン
株式会社伊藤木材設計室

講評 ： 日本郵政グループのCRE 戦略実践の1 つとして、遊休施設の時限的活用により、地域
の活性化を促進した事例の応募である。横浜中央郵便局別館は、機能移転の結果、空き施設
となり、再開発プロジェクト始動を待つことになった。そこで、横浜駅東口の好立地を利用し、
再開発始動までの暫定期間を賑わいのある都市活性化が期待できるテナントをプロポーザ
ルにより誘致し、施設のリノベーションを行い、有効活用する施策が採用された。財務的なス
キームはオーナー側のスケルトン貸し、内外装・設備など新規改修（資本的支出）はテナント
側で、投資リスクはテナント側が
大半を負う代わりに、賃料は軽
減されている。一時的な空き施
設を活用する代替策としては、
都市の活性化、イメージ向上に
貢献するユニークな好事例だと
認められる。
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講評： 応募者は、2000 年より約20 年間にわたり「RE*innovation」を掲げてリノベーショ
ン事業を継続してきた中心的な存在である。本応募は、FM とつながりの深い一連のリノ
ベーション事業とそのエンジンとなってきた個人の業績に対するものである。「リノベーショ
ンとは、つくることにあらず、使いこなすこと」、
あるいは「リノベーションは、人・場所・時間
に関する潜在能力を最大化すること」というリ
ノベーションの定義づけは、FM のめざす「賢
く使う」ことに通じるものといえる。こうした発
想のもとに、さまざまな20 年間のプロジェク
トを通じて、人・街の潜在力を見出し、それを
再編集して暮らしの総合的な環境を力強く、
かつ優しく愛着のもてるものに育てていく努
力を積み重ねてきたことに、共感する。FM の
視点に照らして、十分な功績がある。

第14回  日本ファシリティマネジメント大賞-JFMA賞

公共施設屋外における
パブリックスペイシャルFMに
関する研究

（博士論文）

湯淺 かさね  （千葉大学大学院博士研究員）

● 功 績 賞

講評： 博士論文の応募で、同論文の表題にある「パブリックスペイシャルファシリティマネジ
メント（PSFM）を」テーマとしている。PSFM は、公共施設の屋外空間が空間的な拡がりをも
つ人々の活動の場となり、パブリックスペースの機能を発揮できるように組織的・継続的に取
り組むマネジメント活動をさす。本論文では、「パブリックスペースのあり方」が「まちのあり方」
に大きく影響するという視点のもとに、すでに膨大なストックがあるパブリックスペースを、あ
まり大きな費用をかけずにいかに活用するかというマネジメント論を提言している。PSFM の
視点による事例の評価の後、最終章では21 項目にわたる要求事項、4 つの特記事項をまとめ
て、地方自治体全体、FM 担当課、各施設所管課、地域住民、近隣事業者などが取り組むうえで
の要点を整理している。これまで公共FM では、建物がマネジメントの対象となっていたが、本
論文では、屋外空間についても適切に活用できるマネジメントをめざすべきという新しい視点
を提供し、FM の普及・発展によい影響を与えるものとして評価された。

ブルースタジオ20年間の
実践と書籍

「なぜ僕らは今、
リノベーションを考えるのか」

大島 芳彦（株式会社ブルースタジオ）

● 功 績 賞

9                    WINTER ● 2020 　JFMA JOURNAL



● 奨 励 賞 

長崎県新庁舎における
FM戦略 

－つながる働き方の本格展開へ－

長崎県
株式会社イトーキ
日建設計・松林建築設計事務所・池田設計JV
ジョンソンコントロールズ株式会社

講評： 長崎県本庁舎の移転・新築を契機とした職員の働き方とワークプレイスの改革が中心と
なる応募である。分散化庁舎の統合化、高い性能の防災拠点新設、環境性能向上なども実現して
いる。基本構想から竣工（2017 年11 月）、業務開始（2018 年1 月）までの約9 年間のなかで、
基本構想→ブリーフィングという川上段階で十分な時間を使い、建物・ワークプレイスの設計に
つなげている。旧来の部局別縦割りオフィスを打破するため、ワンフロアで最大4,800㎡のオープ
ンオフィスとして、ABW に準じた多様なワークプレイスセッティングを用意し、部局間、職員間、訪
問者とのコミニュケーション、ニーズに応じたワークプレイスセッティングの使用が促進される仕
組みとしている。入居人数2,500 人の大規模本庁舎のワークプレイス改革から働き方改革へとつ
なげる流れは、途半ばの観がある。従来通りの固定席
を維持し、ABW のワークプレイスを加えたので、面積
活用の点で課題がある。施設の改革を先行させ働き
手の意識改革を促す手法は賛同できるが、FM 組織
の構築なしに、プロジェクトチームの運営体制を採用
するなど、施設と運営の質の担保に課題が残る。運営
段階での今後の継続的な改善と働き方改革の進展に
期待したい。

講評： 約10 年間の同市における公共FM の取り組みについての応募である。2015 年度に「公
共施設保有最適化・長寿命化中期計画」を策定・公表し、翌年度から実施に取り組んでいる。財
政部に資産経営課（8 人）を置き、FM 担当が修繕・改修の予算権限をもち活動している。市民
との合意形成推進会議や意見交換会実施、庁内での合
意形成での1 次評価、2 次評価など、FM 先進自治体に
学んで総合的に推進している点が評価された。予算企
画権限、総量縮減と長寿命化、PPP への取り組み、合意
形成など、バランスよく進めている観があるが、市民との
コラボレーションを重視した施策立案とその実施など、
盛岡市独自のFM のさらなる展開を期待したい。

● 奨 励 賞 

盛岡市における
公共施設マネジメントの
実践と成果 
岩手県盛岡市

ビルメンテナンスの記録に
基づく故障・不具合に関する
一連の研究 

故障・不具合に関わる
研究グループ
代表　高草木 明

須藤 美音、千明 聰明、

小松 正佳、大澤 昌志、丹羽 涼介

● 功 績 賞

講評： 本応募では、2001 年～2019 年の期間に発表された研究論文23 編について「一
連の研究」の応募対象としている。個人のFM への功績として評価するには、一括りにはしに
くい状況なので、研究グループを評価対象として、個々の研究論文についてFM への貢献を
評価することとした。これらの研究
論文には、オフィスビル、医療施設
などのビルメンテナンスの現場で
起こる事象を研究対象としている
点、保全業務にまつわる故障や不
具合を研究テーマに取り上げて
いる点で、FM の運営維持の業務
に参考となる知見が数多くある。
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第14回  日本ファシリティマネジメント大賞-JFMA賞

審査委員会委員 （委員以下 50音順、敬称略） 　2019年12月19日

委  員  長　北川　正恭        （早稲田大学  名誉教授）

副委員長　深尾　精一　　（首都大学東京  名誉教授）

委　　員　安達　功　　    （株式会社日経 BP執行役員 日経 BP総研所長）

鎌田　元康          （東京大学  名誉教授）

亀 山     渉　　      （経済産業省  製造産業局  生活製品課  企画官）　

住田　浩典　　（国土交通省大臣官房 官庁営繕部長）

長澤　泰    　        （東京大学 名誉教授・工学院大学 特任教授 名誉教授）

村田　博文　　（株式会社財界研究所  代表取締役）

柳澤　 忠　　　（名古屋大学・名古屋市立大学  名誉教授）

米倉　誠一郎　 （法政大学大学院  教授・一橋大学  名誉教授）

成田　一郎　　（公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会  専務理事）

● 授賞式と受賞者による発表
第14回 日本ファシリティマネジメント大会

（ファシリティマネジメント フォーラム2020）

会　場 ： タワーホール船堀　
                 東京都江戸川区船堀4-1-1

授賞式 ： 2月20日（木）16：10～18：00　
(5階 小ホール)
優秀FM賞ほか受賞者による発表

2月21日（金）10：00～17：30　（2階 瑞雲の間）

講評　審査委員会委員長  北川 正恭

講評： 地方自治体の公共FM についての応募である。FM への取り組みは約4 年間で、公共施設等総
合管理計画の要請以降となる。特徴は、FM 担当者が2 人と限られており、外部のアドバイザーを活用
してFM 施策の立案、実施を行っていることである。その成果としては、公募型プロポーザルによる市有
地売却、包括施設管理業務委託、FM の職員研修（21 回）、公共施設マネジメント協議（12 回）、公
共施設マネジメントプロジェクト発表（5 案件）などがある。ト
ライアルサウンディングなど民間の活用を視野においた活動
もある。組織体制としては、市長を含む意思決定機関「公共
施設等運用戦略会議」の創設、市長のFM 取組みへの参加な
どがある。小規模の自治体における公共FM 展開の可能性を
示す例のひとつといえる。

公民連携で進めるFM
－公共資産を活かした
　　　　　　まちづくり－
茨城県常総市
株式会社センスタイムジャパン
特定非営利活動法人日本PFI・PPP協会

● 奨 励 賞 

講評： 建物解体を前提とする土地売却において、建物解体費用が土地評価額を上回ってしまう場合に、
予定価格をマイナスに設定して入札を行う仕組みに対する応募である。地方自治法など法令上の適法
性、事務手続きなどをクリアして全国初のマイナス入札を行ったことについ
て、FM の技術、手法の視点から応募したもの。当初の難題をクリアするため
の多大な努力には敬意を表するが、FM の技術という視点で考えると、①不
動産の売買ではデューデリジェンスが一般的になり、事前の詳細評価により
マイナス面を金額で評価することが民間企業では行われている、②地方自
治体の不動産売却では、マイナス入札以外に、複数物件のバルク売却、プロ
ポーザル方式など多様な手法があることから、独自の技術として評価するに
は難がある。とはいえ、マイナス入札制度が他の地方自治体へ波及すること
は、今後とも期待したいので、奨励賞とした。

「マイナス」から「プラス」を
生み出せ　
マイナス入札制度の確立
埼玉県深谷市

● 奨 励 賞  

● 奨 励 賞 

FM視点での
ワークプレイス改革
－NEW OFFICE建設－

三菱自動車工業株式会社
（愛知県岡崎市/本社：東京都港区）

株式会社竹中工務店

講評： 2020 年からの中長期計画でFM の全社展開をめざす同社の現時点での応募である。現状到
達点としては、①岡崎事業所の開発本館の新築によるワークプレイス改革、②東京・田町の本社移転
新設によるワークプレイス改革、③FM 部門の新設があげられる。大きな変化が到来している自動車
業界の経営環境下で、ワークプレイスと施設資
産改革に取り組んでおり、全社施設資産の最適
化の権限をもつFM の組織体制が新たに構築さ
れている点は評価できる。まだ同社のFM 実践は
始まったばかりで、今後の活動に期待したい。
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また論述対策としては、自治体経営を取り巻く環境と課

題について、できるだけ多くのテーマを設定し、考えを

記述することに取り組んだ。

　地方自治体における将来的な人口減少や財政規模の縮

小を踏まえると、公共施設の総量縮減は不可避であるが、

その際、FM の 3 つの目標である「品質」「財務」「供給」

のバランス感覚を持ち、住民理解を得ながら、適正化を

進めていく必要があると感じている。また、この試験を

通じて学んだマネジメントの考え方は、公共施設にかか

わらず、自治体経営全般において有意義なものであり、

今後の行政事務において活かしていきたい。

2014 年に策定し推進しているものの、FM 業務は企画

部門、庁舎管理部門、財政部門、営繕部門と、人口増

加の成長時代に構築した効率を重視した分業化の組織

形態でそれぞれ推進している状態だ。しかしながら、

今後、人口減少が進んでいく中、全ての部門を統括す

る新たな FM 部門が必要となると思う。その時に、私

たちの世代が担うであろう縮小時代の行政のビジネス

モデルの構築に FM は不可欠だ。

　立ち向かう課題は、大きく複雑で困難なことが予想

されるが、あるべき理想の姿を見失わず、自分にでき

ることから始めようと思う。まずは、庁舎の建替え事

業において、知的生産性を高めるワークプレイスの構

築や住民参加や官民連携のまちづくりに資する試行・

公共空間の利活用等を検討・実施していきたい。

　私が FM に関する業務に携わるようになったのは

2015 年からである。当時は、全国の自治体で「公共施

設等総合管理計画」の策定が進められていた時期であり、

私が勤務する室蘭市役所でも、専門部署を新たに設けて、

計画の策定と公共施設の適正化にあたることになった。

そんな中、私が認定ファシリティマネジャー資格試験を

知るきっかけとなったのは、道内自治体職員の会議にお

いて、講師が紹介していたことによるものである。FM

に関して体系的に学びなおす必要があると感じていたた

め、よい機会だと思い受験することにした。

　試験勉強の方法としては、公式ガイドと過去問による

学習のほか、馴染みが薄い分野については、インターネッ

トでビル管理会社のサイトを調べて深掘りしたり、関連

する動画を見るなど、直感的に理解することを心掛けた。

　仙台市では、市役所本庁舎の建替え事業を推進して

いる。私はこの建替えを担当する部署に建築職として

在籍している。大学で学んだ建築学や建築計画、営繕

部門で培った知識は持っているが、企画や財務等の知

識は全く持っておらず、初心者の状態だ。現在建替え

事業は企画段階のため、企画や財務等の知識は欠かせ

ない。こういった背景から、上司の勧めを受け、今回

認定ファシリティマネジャー試験を受験することと

なった。

　FM の勉強を通して、FM は建築のハード的な部分を

担うだけでなく、FM 自体が「ファシリティを通じた

経営活動」といえることを知った。また、FM は実務

の現実的な解決に向けての示唆に富んでいる。仙台市

では、「仙台市公共施設総合マネジメントプラン」を

人口減少時代に向けた
FM施策を目指して
自分にできること

マネジメントの考え方を
行政事務に
活かしていきたい

髙橋 香奈
たかはし かな

仙台市財政局理財部
本庁舎建替準備室 技師

中島 祐樹
なかじま ゆうき

室蘭市
行政マネジメント推進課

課長補佐

祝 2019年度 認定ファシリティマネジャー資格試験合格者の声
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　このような未曾有の自然災害の前では個人にできるこ

となどないように思われる。しかし、FM の分野から貢

献できることは、決して少なくはない。省エネ化と温室

効果ガス削減を推進し地球温暖化の抑制にコミットする。

　災害時でも安心安全で誰にとっても使いやすい建物と

する。レジリエンスを高め災害に強いインフラとするなど

である。

　認定ファシリティマネジャーは、社会のさまざまな分野

でこうした取り組みを推進する担い手となることが期待さ

れる。

　今回、合格を得て、このような経験をした今こそ、学

んだ FM の知識を本市のために役立てなければならない

と強く感じる。

成にも大きく寄与したと思っている。企画してくれた

同僚には、この場を借りて御礼申し上げたい。

　そして、これから重要なことは、学習を通じて得ら

れた FM 知識をどのように実務に活かしていくかとい

うことだと思っている。私自身、FM 企画部署の管理

職として、環境が日々変化する中でいかにステークホ

ルダーに対し当社の付加価値を提供し続けていくこと

ができるかを考えることが求められている。私として

は、他社の先進事例や社会の潮流をキャッチするため

のアンテナを高く張り、当社に即した形で吸収するこ

とを不断の取り組みとして心掛けていきたい。そうす

ることで、当社の新しい価値創造に向けた企画立案に

つながると考えている。

　FM 業務にかかわるようになって 6 年目。

　自身の FM 業務内容を振り返るとともに、あらためて

理論を再確認するため、認定ファシリティマネジャー試験

を受験し、無事合格の通知を受け取ることができた。

　そして、この原稿に手をつけようとしていたその矢先、

私の住む千葉県は 2 度の大型台風と豪雨によって立て続

けに大きな被害を受けた。

　記録的暴風雨による生命財産への甚大な被害だけでな

く、かつてない広域停電によって、市内各所でライフラ

インや日常生活が停止するなど、これまでに経験したこと

のない深刻な事態となった。

　そうした中、被災直後から現在まで、大変多くの方か

ら温かい支援の手を差し伸べていただいている。想いを

寄せていただいているすべての方々に感謝は尽きない。

　私は FM 企画部署に所属しているが、FM に関する

体系的な知識が乏しいと感じていた。折しも、当社で

は、中期経営計画における人材育成の一環として、ファ

シリティマネジャー資格奨励を打ち出していたところ

であった。そうしたこともあり、資格取得に向けた勉

強をひとつのきっかけとして FM 知識習得・向上を図

ることにした。

  テキスト読み込みと過去問演習を反復するという極

めてシンプルな学習方法だったが、少しの時間でも毎

日勉強すること、普段の業務をイメージしながら取り

組むことを心掛けた。前年度合格した同僚が、社員向

け勉強会を業務終了後に複数回開催してくれたこと

も、大いに学習の手助けになった。この勉強会は、参

加者のモチベーションアップ、合格に向けた連帯感醸

FM知識を
新しい価値創造の
企画立案に活かす

学んだFMの知識を役立て
地球温暖化の抑制や災害時の
安心安全に貢献したい

石井 雅博
いしい まさひろ

農林中金ファシリティーズ株式会社
企画部 副部長

山本 尚志
やまもと たかし

市原市資産経営部
公共資産マネジメント推進課

2019年度認定ファシリティマネジャー資格試験に合格された全国のみなさんに、
資格取得をめざした理由やこれからの抱負について語っていただきました。
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祝 2019年度 認定ファシリティマネジャー資格試験合格者の声

関連の知識を学び、今後の仕事に活かすことができる大

変有意義な機会であったと感じている。

　これまでは自身の専門分野である財務の視点から、よ

りよいまちづくりにつながる提言ができればと考えてい

たが、今回の資格取得を機に「人・もの・金・情報」の

経営資源をトータル的にマネジメントできるコンサルタ

ントを目指していきたい。

　そして、冒頭でも述べたが、厳しい財政状況の中、更

新時期が迫る施設を数多く抱えている国・地方における

状況は決して楽観視できるものではない。地方自治法に

も明記されている「最小の経費で最大の効果を挙げるよ

うにしなければならない」という理念をもとに少しでも

手助けができればと思う。

読破することとなった。一見無駄に思える作業だが、以

下の 2 点においては有益だったと感じている。

・旧版と新版で内容の構成方法が異なるため、自身の頭の

中で FM の基本的な考え方をきちんと理解・再整理し読む

ことで、理解度が向上した。

・3 冊読み較べることで、各冊子の内容から、それぞれの

発刊に至る数年だけでも、働く場が劇的に変化している（IoT

の活用が大きいと思われる）実情を実感することができた。

　今回の受験を通し、運用方法や財務の観点も勘案し設計

提案できる基礎づくりができたことは、私の大きな糧になっ

ていると感じる。今後も急速に変化し続けるワークプレイス

事情のなか、最新の情報をきちんと入手し、施主にタイム

リーな提案を行うことで、施主・社会・地球に優しい建物

づくりを目指していきたい。

「人・もの・金・情報」の経営資源を
トータルにマネジメントできる
コンサルタントを目指す

建築士兼
認定ファシリティマネージャーとしての
これからの抱負

　私は、地方公共団体の財務書類や公共施設等総合管理

計画などの作成を支援する仕事をしている。現在、日本

の地方公共団体は今後の人口減少に伴う厳しい財政が予

測される中、重複施設・低稼働施設の統廃合や高度経済

成長期に集中して建設された施設の老朽化に伴う維持補

修・更新への対応、道路・水道施設などのインフラ施設

の維持管理といった課題に直面している。そういった状

況の中、認定ファシリティマネジャー資格を取得するこ

とで、地方公共団体へより効果のあるコンサルが可能に

なると考え、受験を決意した。

　また、昨年度は西日本豪雨災害の影響により最寄りの

試験会場での受験が不可能となったため、1 年越しの受

験となった。FM の分野は幅広く、必要な知識も多岐に

わたるが、自身の専門外である建築・設備や不動産取引

　FM の概念を初めて知ったのは大学の授業でのことだっ

た。元々リノベーションなどに興味があったため、「適切

に建物を運用・活用して、資産価値をあげる」という概

念について大いに賛同しながら受講した記憶がある。そ

んな私も現在、ゼネコン設計部に勤めて 7 年目。月日の

流れとともにそれらの記憶も薄れていた。

　そんな中、昨年オフィスの設計コンペを担当していた

際、たまたま上司が FM の冊子を貸してくれた。創造性

をアップするオフィスのつくり方をはじめ、手を加えなが

ら上手く使い続けることで建物の価値を向上させる手法

等…読みながら「これは一度しっかり勉強すべきだ」と確

信し、受験を決意した。

　学習方法については、最初に誤って旧版の参考書を

買ってしまったため、結局旧版・追補版・新版と 3 冊を

井木 広夢
いぎ ひろむ

税理士法人長谷川会計
地方創生支援事業部 主査

角田 香奈
つのだ かな

株式会社大林組
名古屋支店

主任



15 WINTER ● 2020 　JFMA JOURNAL

　　　

2019年度認定ファシリティマネジャー資格試験に合格された全国のみなさんに、
資格取得をめざした理由やこれからの抱負について語っていただきました。

験が体系的に整理され理解が深まった。また、 興味・

関心が徐々に広がり新しい知識も習得できた。その結

果、普段の業務において生じる問題等に対して以前よ

り理解が深まり、実際の仕事のなかで役立つ場面が増

えてきている。仕事をしながら学び、 学びながら仕事

をする、といった意識が FM 業務の質向上につながっ

ている。

　今後、学んだ FM 手法をキャンパスの環境整備に積

極的に取り入れ、魅力あるキャンパスづくりを目指した

い。そして、 教育・研究環境の整備を進めることで諸

活動の活性化を推進し、学生・生徒の成長、本学およ

び社会の発展に貢献していきたい。

　これまで、本社ビルの構築から働き方改革を旨とした

オフィスプランニング、さらには工場事業所の再編や建

物長寿命化に向けた支援など、いろいろなお客様をさま

ざまな形で支援をさせていただく機会に恵まれた。

　PM･CM には業務範囲やサービスメニューに共通の定

めはなく、まだまだ明確に確立されているとはいいがた

いが、「お客様志向」という 1 点だけは、共通して実践

してきたと胸を張ることができる。

　資格試験を通して、私が相手にするのは単なる物理的

な構築物ではなく、「経営資源としてのファシリティ」とい

う、お客様目線の新たな枠組みを得ることができた。今

回学んだ FM の知識をもとに、より強くお客様志向を進

化させ、発注者支援を実践していきたい。

ファシリティマネジメントを
活用した魅力ある
キャンパスづくりを目指して

FMの知識で
お客様志向を進化

　 本 学 ( 大 学・ 短 大・ 高 校 ) に は、 “For all the 

students ～すべての学生生徒のために～ ” の経営理

念のもと、中期経営計画［マスタープラン］とそれを実

現するための年度行動計画［アクションプログラム］が

ある。ファシリティマネジメント（以下、FM）は、それ

ら経営活動の一翼を担っている。

　私は、財務部管財課に所属しており、主な FM 業務

として、キャンパス全域におけるファシリティのプロジェ

クト管理（建物建設・改修管理）と運営維持（運用・サー

ビス、維持保全）業務に携わっている。当該資格の取

得理由は、それら FM 業務に役立つ知識・技能を深め、

今後のキャンパスの環境整備に活かすためである。

　今回、資格取得の学習を機会に FM について学び直

すことで、当初バラバラだった既存の知識や過去の経

　私は、プロジェクトマネジメント（PM）やコンストラク

ションマネジメント（CM）を業務としている。

　PM・CM とファシリティマネジメント（FM）には共通

点が多いにもかかわらず、今まで FM を強く意識したこと

はなく、体系的な理解にも取り組んでいなかった。

　発注者支援業務の普及に伴い、地方公共団体の建設

事業でも期待される機会が増え、また会社の仲間が「認

定ファシリティマネジャー」を取得し、実際に活躍してい

る姿を目にし、仕事に追われる中で資格試験に取り組む

ことに少なからず抵抗感があったものの、今回、取り組

むことを決めた。　

　結果として、業務を通じて得た知識や経験を体系的に

学び直し整理でき、通常の日々ではなかなか得ることが

できない本当に良い機会になった。

稲吉 大樹
いなよし だいき

学校法人福岡工業大学
財務部管財課 主任

一級建築士

磯部   元
いそべ  はじめ

明豊ファシリティワークス株式会社
大阪支店長
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特集
Special Issue

ウェルビーイング、サステナビリティ
を支える骨太のFMJFMA欧州3国FM視察調査団

　JFMA では、世界のファシリティマネジメントの現状を調査するため、年に 1 度のペースで「海外 FM 視察調

査団」を企画しています。2019 年度 FM 視察調査団ではイギリス・ロンドン、オランダ・アムステルダム、スイ

ス・チューリッヒの 3 都市を訪問し、FM の動向を調査しました。

　今号では、JFMA 欧州 3 国 FM 視察調査団参加メンバーによる欧州 FM の最新事情を特集します。欧州では、

健康経営やウェルビーイング、働く人の満足度などが重視されています。それに伴いワークプレイスやオフィスビ

ルのデザインやあり方も変化しています。また世界的な潮流であるサステナビリティも大きなテーマになっていま

す。快適で美しい街並みをつくり出してきた歴史にサステナビリティの視点を取り入れたロンドンやアムステルダ

ムなどの都市。そして、それらを支えているのが最先端のテクノロジーと骨太のファシリティマネジメントでした。

　「世界で最も働き方をスマートに変えたビル」として話題のオランダ・アムステルダムの「The Edge（ジ・エッ

ジ）」やその設計をした PLP Architecture、従業員の満足度を大切にするホテルオークラアムステルダム、ハワー

ドの田園都市構想を具現化したレッチワースの街並み、アムステルダムの都市計画やスイスの病院の FM など、

どれも印象深いものばかりです。詳細な情報は視察調査団による報告書に掲載されていますので、あわせてご

覧ください。

JFMA欧州 3国 FM視察調査団
期　間 ：2019年 10月 19日（土）～ 10月 27日（日）

訪問先 ：イギリス・ロンドン、オランダ・アムステルダム、スイス・チューリッヒ

参加者 ：27人

JFMA事務局 ：村尾幸彦、川村正夫
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都市計画

市民のためのデベロッパー
アムステルダム都市計画局
上原 諒悟　森ビル株式会社

病院

チューリッヒ大学病院に見る
FMの実践と人材教育
近藤　潤　株式会社 NTTファシリティーズ

座談会

都市・オフィス・ワークプレイス・FMは、
どこへ向かうのか
似内 志朗　JFMA欧州3国FM視察調査団団長　
鈴木 将敬　三菱地所株式会社

仙波 達也　大星ビル管理株式会社

上原 諒悟　森ビル株式会社

矢野 直哉　株式会社内田洋行

村尾 幸彦　JFMA常務理事

総括

持続可能な都市と
ファシリティマネジメント
村尾 幸彦　JFMA常務理事

32

34

42

総論　

百聞は一見にしかず
欧州視察団の 9日間
似内 志朗　JFMA欧州3国FM視察調査団団長

都市計画　

一世紀にわたる田園都市理念と今後
レッチワースガーデンシティ
中村 圭　株式会社エフエム・ソリューション

建築

「最もスマートなビル」の根幹にあるもの
PLP Architecture
佐々木 直人　清水建設株式会社

ワークプレイス

The Edge から学ぶ新しい働き方の担い手
佐々木 詩織　三菱地所株式会社

ワークプレイス

従業員にこそ、生き生きと働ける環境を
ホテルオークラアムステルダム
今岡 夕子　アジア航測株式会社
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24

26

28

30
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特集
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ウェルビーイング、サステナビリティ
を支える骨太のFMJFMA欧州3国FM視察調査団

百聞は一見にしかず
欧州視察団の9日間

総論

似内 志朗  
にたない しろう

JFMA欧州3国FM視察調査団団長
ファシリティデザインラボ(FDL)代表

株式会社ヴォンエルフ シニアアドバイザー
認定ファシリティマネジャー

　今回は英国・オランダ・スイス、欧州 3 ヵ国視察団

の団長として 27 名の参加者とともに欧州の都市を訪問

した。その成果は大きい。「百聞は一見にしかず」の言

葉通り、異国での体験は密度が違う。参加者もそう感じ

ただろうし、僕自身にとっては、かつて若かったころに留

学生として 1 年間過ごしたロンドンのまちの変貌、夜遅く

運河沿いのパブを飲み歩いたアムステルダムの濃密な空

気、初めて訪れた美しいチューリッヒの風景は心に残る

ものだった。所属する業種・バックグラウンド・年齢の

異なる参加者との交流も得るところが大きかった。

価値観転換の時代へ
　現代は「人の時代」である。「アイデアの時代」といっ

ても良いかもしれない。GAFA を引き合いにするまでもな

く、大きな富は人のアイデアから生まれる時代だ。都市

や建築、ワークプレイスのつくり方も、人のアイデアを引

き出し、生産性を高めることに集中しているといってよい。

そのためには働く場ばかりでなく都市空間における快適

性、ウェルビーイングを重視すること。そしてオフィスビ

ルの中や街の中で、さまざまな異なる人同士が出会い、

刺激しあう関係をつくりだすことが最も本質的に重要であ

ることに人々は気づき、社会は動きはじめている。そうし

て生み出される知恵、人材、そして都市やそこに立地す

る企業に繁栄をもたらす。

　また一方、2015 年に国連で採択された SDGs とパリ

協定は世界を変えようとしている。経済的利益と社会的

利益（社会＋環境）の両立がビジネスにおいても求めら

れる。2030 年までに地球温暖化抑制の目標と SDGs17

のゴールを達成するためには、これから苛烈な産業構造

の変革や価値観の転換が図られるといわれている。欧州

はこうした変化の先駆けだ。都心部から車を追い出し歩

行者や自転車中心のエリアにする、エネルギー源を再生

可能エネルギーに移行させる（オランダでは埋蔵量が豊

富で安価な天然ガスさえも減らそうとしている）、古い建

築物を可能な限り残し再開発を行う、建築物はゼロエネ

ルギー化を目指すなど、サステナビリティに関する取り組

みに加え、WELL に代表されるような働く人のウェルビー

イングを高めるオフィスビルにも創意工夫が凝らされてい

写真 2   ロンドン One King William StreetNTT都市開発による説明を聴く写真 1   ロンドン PLP Architecture相浦みどり氏の説明を聴く
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JFMA欧州FM視察調査団   特集●

るなどウェルネスの流れが顕著だ。

　こうした変革のスパイラルを行政や金融が促進する。

そして「こうした環境」をつくりだすバックヤードの指揮

者はファシリティマネジャーである。先進的なオフィスビ

ルでは、ユーザー企業のファシリティマネジャーが将来

の働き方を推測し、建築家と共同で目的に適うオフィス

ビルづくりを設計段階から取り組んでいる。大病院では

サプライチェーンマネジメント・CRE マネジメント・ホス

ピタリティマネジメントを統合した FM 組織が存在し、ま

た都市レベルにおいては公共セクターが都市の主要な土

地を保有し、デベロッパーと協働し、長期的価値に基づ

くタウンマネジメントを行っている。こうした場面でも公

共セクターの広義のファシリティマネジャーが、短期的メ

リットではなく、長期的視点で良好なファシリティやまち

の基盤づくりを行っている姿を、このツアーでは各所で

見ることができた。

　今回のツアーでは、さまざまな面での収穫があったが

書ききれそうにないので、少し限定して記したい。

オフィスビルにおける「人フォーカス」の流れ
　欧州で実現されつつあるオフィスビル、ワークプレイ

スにおける「人フォーカス」の潮流を実感した。ロンド

ンでは、特にこの分野で先進的な PLP Architecture 幹

部からオフィスビル設計についての新しい考え方と手法

をお聞きし、アムステルダムでは PLP の設計した The 

Edge を見学、このオフィスを協働してつくってきた入居

企業 Deloitte 社からのプレゼンと合わせ、つくり手・使

い手両面からの考えを聞くことができた。

　働き方は確実かつ抜本的に変化している。PLP は 34

カ国 220 人の多国籍建築家集団で、いま最も注目され

ている建築設計事務所のひとつであるが、単に建築デザ

インにとどまらずプログラミングに踏み込み、クライアン

トの生産性向上のための要件を共につくっていく、ある

いは技術面では外壁を移動するエレベーターをメーカー

と共同開発することで、オフィスビルそのものの組立てを

変えるなど、「ゲームチェンジャー」として新しいワークプ

レイス、オフィスビルの実現を牽引する。その発想の原

点は「内から外へ」、つまり建築を外形からデザインしワー

クプレイスを決めていくのではなく、働くということの意

味を掘り下げ、将来の姿を考えることから、ワークプレイ

スをデザインし、その結果としてのオフィスビルを組み立

てていく。

　これは、ユーザーである The Edge での Deloitte 社の

働き方の将来の姿とコインの裏表の関係である。価値の

源泉である「人」に焦点を当てることで、オフィスビルの

価値最大化を図る。この流れは欧州においてはすでに始

まっているし、いずれ日本にも波及すると考えてよいだろ

う。さらには、オフィスビルの価値評価が、立地・貸付

面積等の間接的指標から、入居企業の生産性そのもの

で評価される時代へ変わる可能性があるということだ。

　また、日本においてはこうしたThe Edgeのようなスマー

トビルは、AI や IoT の文脈でとらえられ、「ICT 技術が

次世代のビルをつくる」と言われることが多い。しかし

本質は、あくまでユーザー企業によるこの先の組織の生

き残り戦略を掛けた働き方改革、ウェルビーイング向上

による生産性・創造性の向上や良い人材のリクルーティ

写真 3   石炭積降場跡を活用した Coral Drops Yardを歩く 写真 4   レッチワースで David Ames氏から田園都市哲学の説明を聴く
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ングとリテンションといった切実な「人フォーカス」な理

由によるものであり、技術はその手段に過ぎない。The 

Edge や Edge Olympic などでも、支える技術は表に出

ず、ユーザーが好きなようにスマホで操作可能であるな

ど、徹底した使いやすさと快適性が考慮される。日本は

要素技術では十分優れているが、ウェルビーイング向上

等を通じた生産性・創造性向上へつなげるオフィスビル

環境の全体最適こそが課題である。まず目的と手段を明

確化することが重要と感じた。

まちづくりにおける「人フォーカス」の流れ
　ロンドン、アムステルダムのような大都市においては、

まちづくりにおいても「狭義の効率性」から「人フォー

カス」、つまり人のための都市へ向かっている。大雑把

に言ってしまえば、人が中心に考えられ、快適性が高く、

価値を生む人材が集まりやすい、いわゆるクリエイティ

ブシティを志向し、都市の構造としてはジェイン・ジェイ

コブズの唱えた４原則に従っているように感じた。つまり、

単一用途から用途ミックスへ（エリアの用途を分けない）、

大きく立派な街区よりもヒューマンスケール、古い建築を

残し活用する開発（歴史的価値のある建築物でなくても）、

さまざまな人々がコンパクトに共存する都市の姿である。

これに加え、インクルーシブな住環境（アフォーダブル

ハウスの積極的設置など）、気候変動への対応（豪雨対

応、化石燃料不使用、ゼロエミッション等）など、社会

的課題・環境的課題の対処が加わる。

　見学したキングスクロス駅周辺の再開発では、かつて

の石炭積み降ろし場を商業施設・学校・オフィス等へリ

ノベーションしたコーラル・ドロップ・ヤードがあるが、

更地にせずに産業遺構ともいえる石炭ヤードの建築物を

なるべく残した上で、バックヤードに新しい必要な機能を

入れ込み、建築家のアイディアを取入れ魅力的空間に仕

上げている。また現在建設中のグーグルオフィスは、か

つてならば成功した企業は超高層ビル（スカイスクレー

パー）を建てるところだろうが、それを横倒しにしたラン

ドスクレイパーと呼ばれるバイオフィリアを十分取り入れ

た、人と自然が交わる中層の建築としている。

　バタシー地区の再開発も、煙突が 4 本立つかつての

火力発電所（「ピンクフロイド」のアルバムジャケットに

もなった）をオフィス、住宅、商業施設等とするため、

現在、工事中である（一部は完成、入居済）。アップル

のオフィスが入居するといわれている。また計画ではか

なりの戸数のアフォーダブル住宅（低所得者でも入居で

きる低賃料の住宅）を高級マンションの立ち並ぶエリア

に設置予定だ。ロンドンシティの中心部のオフィスビルを

保有する NTT 都市開発は、歴史的建造物でもあったビ

ルを買い取り、まちに受けた「顔」の部分はそのまま残

し、大部分を取り壊し・新築しオフィスビルとして賃貸事

業を行っている。歴史的保存地区にあることもあり、行

政の強いコミットメントがあったが、それは英国では当然

のこととして受け入れられているという（日本ほど所有権

が強い国は珍しいといわれる）。

　また英国レッチワースにおける自立都市の理念の堅

持、アフォーダブルハウス設置などを行い、アムステル

ダム市都市計画局のまちづくりにおいても、車社会から

歩行者（＋自転車）中心社会への移行、地球温暖化対

写真 6   アムステルダム Edge Olympicの階段状のロビーで講義を聴く写真 5   アムステルダム市役所都市計画局で活躍する笠真希さんの説明を聴く
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策、アフォーダブルハウスなどが進められている。公的

機関（レッチワースガーデンシティ・ヘリテージ財団、ア

ムステルダム市）が土地所有者であることが多く、地権

者としての不動産事業と行政としての都市計画・まちづ

くりを一体として、十分なマネーとマンパワーと権限を持

ち、十分な時間を掛けて検討を行い丁寧に実行している。

これらは SDGs 的価値観と重なるところが多い。

足腰の強いファシリティマネジメント体制
　インハウス FM の主な訪問先は、チューリッヒ大学病

院とホテルオークラアムステルダムである。双方ともバッ

クヤードを見せてもらうことができた。

　チューリッヒ大学病院では総合的な FM がなされてい

る。①サプライチェーンマネジメント（調達・物流等）、

②不動産マネジメント（長期建替計画などを含むプロジェ

クトマネジメント、施設運営維持等の狭義のファシリティ

マネジメント）、③ホスピタリティマネジメント（病院食提

供などすべてのカスタマーサービス）の 3 つの分野を受

け持ち、総勢 1,000 人のスタッフで運営が行われている。

重要なことは、スタッフのモチベーション、FM コンセプ

トの進化（仮説検証を経て）、カスタマーエクスペリエン

ス（病院の評判を上げ、FM 部門の必要性を示す）ことで、

現在は新しい「FM コンセプト 2025+」を実証実験中と

いう。稼働率向上、コンパクトな面積、プロセス標準化、

組織の柔軟化、省エネなど基本的な事項に取り組むとと

もに ABW、BIM などの導入、リラックスできる環境、人

材の確保などを行っていくという。FM の教科書のような、

十分な人と予算をつけ本業の病院事業をしっかりと支え

ている FM の姿は羨ましくもある。その他、チューリッヒ

大学ではファシリティマネジメント研究所を設置し、①サ

ステナビリティ、②不動産、③デジタル FM、④建築シ

ステムの 4 プログラムがあり、50 名のスタッフと学生で

構成されている。社会に FM を根づかせる点において、

大学における FM 専門コースの存在は大きいと思う。

　ホテルオークラアムステルダムはホテルという特性上、

高いホスピタリティが求められる。重要なのは、社員の

ウェルネスとエンゲージメントを高めること、日々のオペ

レーションとホスピタリティをつくる LEAN 哲学がベース。

こうした取り組みから、ホテルオークラアムステルダムは

従業員 80 人、従業員満足度が高く、よい人材を確保

するためにさまざまな試みを行っているという。オランダ

では仕事を通して人生を楽しむという考えが強いという。

掃除の方も社員も区別せず、食堂など同じ従業員施設を

使うフラットさが印象的だった。

　2015 年国連での SDGs とパリ協定の採択と、その後

の国際社会における価値軸の変貌、その先端にある英

国・オランダ・スイスという欧州 3 ヵ国への視察は、タ

イミングの良いものだったと思う。いま日本が SDGs・パ

リ協定後に置かれている状況は、メディアで伝えられるこ

とは少ないが、厳しいものがある。それは気候変動や社

会改革のための負担ということより、ビジネスや社会を取

り巻く価値観のパラダイムの変化への対応であり、小手

先の対応や安易な国内向けカスタマイズでは済みそうに

ない。変わりつつある社会・都市・企業・ワークプレイ

スへの腰を入れた取り組みが必要なのだと思う。◀

写真 7   チューリッヒ大学病院料理長から病院食品質管理の説明を聴く 写真 8   チューリッヒ湖畔のコルビュジェ記念館でコルビュジェの建築思想の説明を聴く
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一世紀にわたる
田園都市理念と今後
レッチワースガーデンシティ

都市計画 ● イギリス・レッチワース

中村   圭  
なかむら けい

株式会社エフエム・ソリューション
ワークプレイスマネジメントセンター

写真 1　Ebenezer Howard 写真 2　レッチワースガーデンシティ中心部

　レッチワース（Letchworth）は、イギリス・ロンド

ンから北へ約 60km のノース・ハートフォードシャー

郡に位置する街である。イギリスの産業革命末期の都

市住環境の劣悪化した時代背景のなか、エベネザー・

ハワード（1850 年 ‐ 1928 年）が提唱した田園都市

（Garden City）構想に基づき、1903 年から開発さ

れた都市である。街の土地は私有されずコミュニティ

に帰属し、その利益はコミュニティに還元するという

手法により 100 年以上経った現在で街は維持・発展

を続けている。

　ハワードは 1800 年代後半のロンドンで起きた都

市人口の増加、大気汚染、物価・家賃の高騰、貧富

格差という問題を『明日－真の改革にいたる平和な

道（To-morrow;A Peaceful Path to Real Reform）』

（1898 年出版）で、 都市の長所と農村の長所を併

せ持つ田園都市構想「都市と農村の結婚」を提唱し、

解決を目指した。ガーデンシティの特徴は、公営では

なく民間の人々による投資を前提とし、最低限の配当

と残りをすべて街や住人に還元すること、住宅や公園、

緑地、農地、工場、商店、共用施設をバランスよく

配置し、美しい景観と環境、高い都市機能を併せ持

つことである。街の美観や理念を守るため、離隔を保

ち街並みにゆとりを持たせることや、大規模商業店舗

の誘致を行わないなど、建物や土地利用に規制を設

けむやみな建設・開発ができないようにしている。こ

のような継続的なコントロールにより 100 年以上も前

の都市理念を守り続けることができている。日本にお

いては、一定の法基準を遵守さえすれば私有財産に

おける建物やデザインへの縛りは少ないが、結果とし

て都市の混沌さを生み出しているように思われる。レッ

チワースの都市モデルは世界 200 ～ 300 の街で参

考とされ、日本では田園調布や千里ニュータウンがそ

れにあたるが、公または民でもないコミュニティによる

自治方式を維持している点は全く異なり、街の形成・

発展の仕方にも影響を与えている。100 年以上の歴

史の中では、投資家による土地購入争いや財務的な
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写真 3　レッチワースガーデンシティ街並み 写真 4　コンペティション応募作品

貧窮等により政府が関与する時期もあったが、現在は

レッチワース・ガーデンシティ・ヘリテージ財団がコ

ミュニティの運営管理を行っている。財団の主な目的

は①建物、自然環境の保護②健康、病気の緩和③レ

クリエーション＆レジャー④教育、トレーニング⑤慈

善団体支援、チャリティーイベントの開催⑥ガーデン

シティ構想の継承となっている。

　現在レッチワースガーデンシティ全体として面積

2,200ha（≒品川区程度）、人口 33,700 人となって

おり、概ね開発当時の都市計画のデザイン、人口計

画を維持している。土地・建物等の不動産資産の価

値は、現在 1.6 億ポンド（約 220 憶円）まで上昇し、

労働人口は約 15,100 人となっている。労働人口の

半数は街の外に働きに出て、逆にほぼ同数が街の外

から働きに来ている状況となっており、高度な技能を

必要とするオフィスワーカーはロンドン・ケンブリッジ

などの都会へ働きに出ていってしまう現状がある。他

の郊外都市同様に若者離れ、高齢化も進んでいるよう

だ。ハワードの理念を知らずして暮らす移住者も増え、

当初の理念と計画そのままでは街の継続は危ぶまれ

る。このような状況のなかで、若者にも魅力ある街づ

くりとして、新たな住宅建設や都市拡張などの成長戦

略が描かれ始めている。

　計画から 100 年以上経過した今、ハワードの理念

を継承しつつも、時代・社会情勢・住民ニーズなど

の劇的な変化と多様性に合わせた新たな街づくりが

求められている。コミュニティの住民自らが今後の街

のあり方を考え、自らが意思決定を行っていくという、

世界で最初の田園都市というアイデンティティをしっか

りと保全しつつ、新たな成長戦略に向けた一歩を踏

み出している最中である。数多くの都市モデルにもな

り、100 年以上もの間発展してきたガーデンシティに

ついて、当時のマスタープランである理想的な都市計

画や理念が現代でも色褪せることなく生き続け、原理

が普遍的であることを目の当たりにすることができた。

しかしながら低所得化・高齢化・若者離れといった

影の部分も認識することができた。これらの課題に対

するガーデンシティの新たな取り組みが、今後の日本

や世界の街づくりに大いに参考となり得る。レッチワー

スガーデンシティの今後にさらなる期待をしたい。◀
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「最もスマートなビル」の
根幹にあるもの
PLP Architecture

建築 ● イギリス・ロンドン

佐々木 直人
ささき なおと

清水建設株式会社
設計本部プロポーザル・ソリューション推進室

FM推進部主査
認定ファシリティマネジャー

写真 1  　PLP事務所視察 写真 2 　PLP事務所視察

PLP Architecture の概要
　PLP Architecture（以下、PLP）は、ロンドンを中心に

活動する、建築家、デザイナー、研究者のグループであ

る。代表作品のひとつが「The Edge（ジ・エッジ）」であり、

ブルームバーグによって「最も環境性能が高く、最もスマー

トなビル」と評価を受けたことでも知られる。今回は The 

Edge の視察も実現し、ひとつの建築で設計者とユーザー

の両方の視点からヒアリングができるという、またとない

機会に恵まれた。PLP への訪問と The Edgeという建築を

通じて、「最もスマートなビル」の根幹にあるものを考え

ていきたい。

設計者のアプローチ
　The Edge は 2014 年に完成した地上 15 階建てのオフィ

スビルである。最上階まで吹き抜けた気持ちの良いアトリ

ウム、南面外壁や屋上の太陽光パネル、シャープなシル

エットをもつ外観に目が行きがちだが、このプロジェクトの

ポイントは、計画段階でのプログラミングにおいて、働き

方や環境に対するベクトルを設計者とユーザーとで合致さ

せながら進めたことである。

　「同じ人はいないので、人に合わせて働く場は変わるべき」

「オフィスは人を活性化するものである」「オフィスは仕事

に行く場ではなく仕事の意義を見つける場である」という

設計者の考えと、「先進的で環境に配慮された魅力的な空

間で働きたい」というユーザーの考えが、ひとつの建築と

して具現化された。

　設計者の考えの根幹にあるのは、人を中心として「内

側から設計する」という姿勢である。オフィスはワーカー

が集まる場であり、出会うことによって会話が始まる。従っ

て、togetherness（一体感）を醸成しさまざまな形の

interaction（相互作用）を起こすような、人がつながる

ことを働きかけるビルを設計することを念頭に置いている。

「LESS IS BETTER（減らすことでより良いものを創造する

というニュアンス）」の考えのもと、フリーアドレスを採用

し座席数を減らすことで得られた豊かなアトリウムが、設

計者の考えを象徴する空間となっている。
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写真 3　The Edgeの模型 写真 4　The Edgeのアトリウム

ユーザーのアプローチ
　The Edge のユーザーである Deloitte（デロイト）は、ワー

カー目線のアプローチが徹底している。The Edge の優れた

環境をワーカーがいかに効率よく享受するかを PLPと共に

考え抜いた。その結果は、ワーカーの満足度が向上し欠勤

率が 45%ダウン、入社応募者数が 2.5 倍増という驚くべき

ものとなった。しかも応募者の多数が「このビルで」働きた

いと考えており、建築による働き方改革が実現できた好事例

といえる。人に投資することが、結果的に投資した企業に

良い影響をもたらすことは今回の一連の視察の他の事例で

もうかがえた。優れた人財の確保は企業の経営にとって重

要な課題であることは言うまでもない。少子高齢化と労働人

口の減少が急速に進む日本においては喫緊の課題といえる。

誰のための建築か
　今回の訪問では PLP の相浦氏にプレゼンテーションして

いただいたが、その中心にあったのは常に「人」であった。

以下に同氏の言葉を借りる。

　「ヨーロッパの考えは人中心である。内から外へと考え

を進める。人に対してどうするのか、どういう風に人をつ

なげるのか、それを実現するためのテクノロジーや IoT を

どうするのかを考える。

　設計者の役割は、人が来たいと思う場所、たたずむ場所、

出会える場所を用意することである。その場所は、さまざ

まな人が集まり、FACE TO FACE で人の顔が見え、インタ

ラクティブなつながりができるポイントである。それを包み

込む空間は、ボリュームがあったりビューがあったりウェル

ビーイングであったりする。その場所で意義のある出会い

が生まれることを願う」。

　この言葉から思うのは、誰（何）のために建築は存

在するのかという問いである。現代の建築の価値は、優

れた意匠性や先進的な技術だけではない。ユーザーが

望む使い方や働き方が実現できる場となっているか、思

いもよらない出会い・気付き・経験が誘発される仕掛

けがあるか、にこそ見出されると思う。人のための建築

を実現するためには、ユーザー自らが問題意識を持ち、

その課題解決の方策を専門家も交えて深掘りして考える

必要がある。空間の性能や経済性を追求することも大切

だが、空間の意味や働き方のあるべき姿を追求すること

はさらに重要である。空間の意味を見出すことによって

人に寄り添ったワークプレイスが構築され、その結果、

満足度の高い建築になると思う。

おわりに
　今回の視察を通じて、ヨーロッパのワークプレイスづくりや

空間づくりの根幹を見たように思う。それは、常に人が主役

というものであった。日本は依然として経済性やモノを重視

した計画もあり、スクラップ・アンド・ビルドも日常的に行わ

れている。働き方改革やストック活用の動きの中で、日本も

変わりつつあると思うが、まだまだヨーロッパには及ばないと

感じた。しかしFMの目指すところは万国共通と思う。ヨーロッ

パのトップランナーを参照しつつ、日本の独自性を加味し、

建築に係る全員が互いに連携しながら「人のための場・空間」

のあるべき姿を追求していくことが大切であると感じた。◀
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写真 1　The Edgeの開放的なアトリウム

　「The Edge-世界で最もスマートなオフィスビルディン

グ」。2015年 9月に Bloombergから発行された記事を見

て驚いた人は多かったはずだ。ワーカーが持つスマート

フォンのアプリケーションから空調・照明環境を好みに調

整し、社員の位置検索から、食事管理、会議室予約、食

材の注文まで可能だという内容から与えられた印象は、ま

さに未来のオフィスであった。The Edgeは、アムステルダ

ムのオフィス街に位置し、現地デベロッパーである OVG 

Real Estateとロンドンに拠点を置くPLP Architecture、そ

してテナントでもある Deloitteによって開発された。今回

は、実際のユーザーである Deloitteに話を聞くことができ

た。なお、The Edgeに関する記事は多く存在するため、

その概要はあえて掲載しない。

積極的なテナントコミット
　Deloitteは、「FM戦略・計画レベル」の経営活動とし

てテナント自ら、The Edgeの開発にかかわっている。コ

ンサルティング業務を主なビジネス領域とする彼らは、未

来の働き手であるミレニアルズの働き方を徹底的に研究

し、オフィス設計に反映させた。その結果、採用応募数

は 2.5倍に増え、応募理由として「The Edgeで働きたいか

ら」が 62％を占めた。また、位置情報の活用も行って

おり、① Bluetooth、②無線 LAN、③モーションセンサー

で得たデータを、対面コミュニケーションの促進やファシ

リティの利用頻度の把握などに活用している。また、新し

い取り組みとしてモーションカメラを導入し、会議室のより

精度の高い利用データの取得に取り組んでいる。これらの

アプリケーションによるオフィスビルサービスは、他の入居

テナントも無償で利用できるというが、全く利用しないケー

スもあるという。

人がつながるオフィス
　設計者である PLP曰く、Deloitteの一番のオーダーは

「Togetherness：人のつながりを生み出すこと」であっ

た。そのコンセプトの実現は、たっぷりと自然光が入るア

トリウムに集う人々や、そのアトリウムから見えるほぼ

The Edge から学ぶ
新しい働き方の担い手

ワークプレイス ● オランダ・アムステルダム

佐々木 詩織
ささき しおり

三菱地所株式会社
総務部FM室

副主事
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写真 2　Edge Olympicの中央内部階段

全てのフロアで働く人々の様子から感じられる。日本のオ

フィスでも人々の交流を促すために共用スペースを設ける

ケースが増えてきているが、あまり使われないことも多い。

PLPは「人々の交流を偶発的ではなく意図的にかつ最も有

益な状態で発生させる」仕組みづくりが、次のステップだ

と語っていた。実際に使う人々に本当の意味での交流価

値を提供するという視座の高さとテナントコンセプトの深

い理解から、建築設計でアプローチできる交流を起こす

場の価値の最大化と、さらにそこにテクノロジーを掛け合

わすことで、真に人のつながりが生まれるオフィスを The 

Edgeで実現できたのかもしれない。

Edge Olympic-WELL認証を意識した
リノベーション
　今回、同じデベロッパーが手掛けた「Edge Olympic」も

訪問がかなった。元々郵便局だった物件をリノベーション

し、コワーキング施設としてオープンさせ、2019年5月頃

にWELL認証の最高ランクPlatinumを取得している。4

階建の内、2フロアは、コワーキングフロアとして、その

他は小割区画の賃借室として構成されている。The Edge

と同様に、スマートフォンのアプリケーションからの空

調、照明の調整はもちろん、各エリアの騒音レベルや空

気環境結果まで取得でき、中央部の吹き抜けから入る自

然光は採光の 90％を占めるという。小割部屋の仕様とし

て、昇降式の家具やタスクライトは基本ファシリティのよ

うだ。受付の床材は、既存ビルの壁材を再利用しており、

Cradle-to-Cradle （ゆりかごからゆりかごまで）＊1の認証を

取得している。ユーザーとしては、市のスマートシティ推

進関連の団体や現地のスタートアップ等が多い。また、4

階には The Edgeも手掛けた OVGの子会社である Edge 

Technologiesも入居しており、日 ビ々ルから取得できるデー

タをもとにアップデートを図っているという。

開発・設計・ユーザーの共鳴－「サスティナビリティ」
「ウェルネス」「イノベーション」

　この2つの物件を視察するとある共通点が見えてくる。

それは、開発者も設計者も、そして使い手であるテナント

ユーザーも、目指すべき姿を共感・共有し合い、オフィス

づくりを行っている点だ。彼らが共感しているキーワードは

「サスティナビリティ」「ウェルネス」「イノベーション」で

あり、この 3つは相互性がある。例えば、自然光を多く取

り入れた設計は、省エネのためだけでなく、ワーカーの

心身を癒し、集う場としての魅力を高めている。心豊かに

集まった人々は、有機的につながり、コミュニケーション

を行い、革新を起こす。この良い循環を生み出すために、

3者がお互いに寄り掛かるのではなく、共創することが、

新しい働き方を実現させるひとつの手段なのではないだろ

うか。◀

＊1 :  「Cradle to Cradle ( 邦題：サステイナブルなものづくり―ゆりかごからゆりかご
へ)」の著者である著名な建築家・デザイナーのウィリアム・マクダナー氏による提唱
であり、原材料から廃棄物へとせず、再び原材料として用いるべきというリサイクル・
リユースの概念にさらに環境配慮素材の利用を強調した考え。
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従業員にこそ、
生き生きと働ける環境を
ホテルオークラアムステルダム

ワークプレイス ● オランダ・アムステルダム

今岡 夕子  
いまおか ゆうこ

アジア航測株式会社
公共アセットマネジメント室
認定ファシリティマネジャー

写真 1　バックヤードに掲示された標語のひとつ。「凄（Wao!）」は、サービス

スタンダートであるという

ホスピタリティを支える従業員の職場環境
　ホテルオークラアムステルダムはオランダでも最高級

の5つ星ホテルのひとつである。ゲストに対する宿泊場

所の提供だけでなく、特別な体験という代えがたい価値

を提供し続けるホスピタリティ業界において、それを支え

る従業員の職場環境として、会社の人事政策の取り組み

を中心にその一端を覗かせていただいた。

ホスピタリティを支える哲学
　ホテルオークラアムステルダムが、高いレベルのサー

ビス品質に到達した理由には、長年にわたるカイゼン活

動があるという。日々小さな改善を行い、よりよくする、

という日本式のものだが、2016年からは、これにリーン

（Lean）哲学を採用し、無駄を省きスマートに働くとい

う観点が加わった。Leanとは、痩せる、絞るなどの意。「が

むしゃらに働くのではなく、スマートに！」である。

　リーン哲学とセットになったカイゼンの文化において

具体的に実施されていることの一つは、人事部が従業員

に対して行うレベル別の研修である。これは Step1で「改

善できることを考え共有する」、Step2で「アイデアを現実

の改善へと変換する」、Step3で「改善活動のサポートが

あることを全員に知らしめる」と段階的に行う。ゲストの

視点からカイゼンを考え、無駄を省くというこの研修の

実施は、業務のビジョンや目的、それに基づく行動指針

を共有する意義も担っていると感じる。レベル別の研修

が、白帯トレーニング、黄帯トレーニングと柔道の段位

になぞらえられることも、日本式の活動と意識させられ、

面白い。

「従業員の働きがい」を生み出す取り組み
　スマートな働き方へのカイゼンと並行して、従業員の

満足度調査を8年前から継続しており、満足度が低かっ

た点について、職種・部門ごとに具体的な改善のアクショ

ンに結び付けている。2019年の調査では89％の従業員

が回答したとのことである。

オフィスリノベーション

　満足度調査の結果から「従業員に対しても 5つ星ホテ

ルならではのインスパイリングな職場環境を提供する」

ため、オフィスリノベーションが実施された（2019年 8

月）。事務所オフィスはより明るく休憩用スペースや立っ

たままのミーティングコーナーを設け、従業員食堂はリ

ニューアルして 25ヵ国に及ぶ従業員の国籍に対応するメ



29WINTER ● 2020 　JFMA JOURNAL

JFMA欧州FM視察調査団   特集●

写真 2　従業員食堂は 25カ国という多国籍な従業員へ配慮し、炊き立てご飯や

エスニック、イスラムメニュー等も用意される

写真 3　1階と2階を結ぶ大階段

ニューの充実、おいしい食事の提供といった改善が図ら

れた。ファシリティとして真新しさがあるわけではないが、

従業員の声（要望）に応え、少しでも、毎日仕事に来た

くなる環境を創出した。

　従業員の幸せ、満足度のアップが、最終的なユーザー、

企業としての顧客へのサービス向上につながるという考

えに基づいているのだ。

フィジカル面・メンタル面での取り組み

　「従業員の活力向上が人事部の目標である」と人事担

当者は言い切る。バイタリティ・プログラムは、従業員の

フィジカルにおけるバイタリティ（活力）向上を図るため、

スポーツ、ヨガ、野菜販売などのプログラムを、週ごと

月ごとに希望者に対して行っている。

　メンタル面では、従業員に対する積極的なレコグニショ

ン（承認・賞賛・表彰）をシステムとして実施する。経営

陣が選ぶ今月の従業員には、表彰状とともにオークラの

一泊券、年間アワードには2週間の日本旅行といった副

賞付き。これは、会社がスタッフの一人ひとりに注意を

払っているということを示し、従業員は「会社がきちんと

自分を見てくれている」というモチベーションアップにつ

ながるものである。おそらく従業員同士お互いの関心に

も寄与するであろう。表彰の対象者以外も、パーソナル・

ディベロプメント・プランとして、自分の成長プランに関

する上長とのオープンな会話の機会を設けているが、こ

れも、満足度調査の結果から生まれた制度とのことだ。

　このような取り組みの結果、ホテルオークラアムステル

ダムは、オランダで 2018～ 19年のベストエンプロイヤー

に、研修生から見た働きたい職場 2 位に選定された。

働き方改革とFMの意義
　これらの取り組みは、決して大それたことではないかも

しれないが、従業員の身体と心の健康が明確な目的とな

り、そのためのアクションと達成度は直接の満足度調査

によって測られている。

　私自身の職場に立ち返れば、従業員の満足度と、生

産性・サービスの質の向上との関連は、働いているわれ

われ自身も気が付いていないことの方が多いのではない

かと感じる。日本における「働き方改革」は、個人に委

ねられた効率化により「プライベートな時間の確保」に

重点が置かれているように感じているが、ファシリティや

サービスの変革によって職場そのものが「快適に仕事の

できる場所」として変貌していくことも重要であるし、い

くつかの日本企業のオフィスにおいてはそのような取り組

みを実践している例はあると認識している。

　今回の視察を通し、働く場そのものの改善に対して、

小さくても継続した取り組みの必要性や重要性を感じ、ま

た、それを実践することも FM（ファシリティマネジメント）

の力、役割であることを改めて認識をさせられた。◀
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写真 1　プッチーニメソッドで構成された街路 写真 2　さまざまな交通手段が交錯した街

東京都と同じ人口密度のアムステルダム
　アムステルダムは人口約 86万人、面積約200k㎡の都

市で、人口、面積共に東京都の1/10程度である。東京都

と同じ人口密度でありながら、アムステルダムでは市街地

を歩いていても、緑の豊かさ、空の広さ、水辺の多さを

感じ、東京に比べてゆとりを感じる心地よい都市空間であ

る。東京都の人口密度には 23区外も含まれている事で数

値と感覚値が乖離している要因になっているとは思うが、

東京が中心部と郊外で密度が大きく異なるのと対照的に、

アムステルダムはコンパクトな都市の中に自然環境を上手

く取り入れ、中心市街地にも上手に余白を設けて人々が

居心地の良い環境を整備しているのが印象的であった。

専門家を多数抱える都市計画局
　そうした心地よい都市空間の基盤をつくっているのがア

ムステルダム市役所都市計画局である。アムステルダムで

は古くから底地を市が保有しており、定期借地で運用して

いる。そのため、市としての開発ビジョンやコンセプトを

明確に持って、デベロッパーのような視点で自ら都市の企

画・設計・工事監理まで行っている。特に公共空間のデザ

インには力を入れており、「全てのアムステルダマーの居

間」というコンセプトで街の中に効果的に公共空間を挿入

している。街を歩くと、歩き疲れた頃に広場や公園があら

われ、そこでしばし足を休めてたたずめるような、ヒューマ

ンスケールで丁寧な計画がされているように感じられた。

都市景観を整えるガイドライン
「プッチーニメソッド」

　アムステルダムの景観は都市計画局の考案したガイド

ライン「プッチーニメソッド」に基づいて整備されている。

「プッチーニ」の由来はチョコレート。店でチョコレート

のピースを選ぶように、さまざまなパーツ（レンガ、タイ

ル、縁石、雨水排水口、ベンチ、ゴミ箱等）が統一され

たデザインコードに沿って用意されており、街のグレード

の高低に合わせてパーツの組み合わせが標準化されてい

る。これにより、どのような街路に対しても設計を半自動

的に行うことができ、街の統一感の確保、設計効率の向

上、材料調達効率の向上等、さまざまなメリットが得られ

市民のためのデベロッパー
アムステルダム都市計画局

都市計画 ● オランダ・アムステルダム

上原 諒悟  
うえはら  りょうご

森ビル株式会社
建物環境開発事業部

コンサルティング部
認定ファシリティマネジャー
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写真 3　街中に溢れる自転車。盗難が非常に多く高価な自転車は乗らないとのこと 写真 4　水辺環境とボートハウス

る秀逸なガイドラインであった。

　さらに驚いたのは、ガイドラインの導入により画一的な

都市空間とならないように、デザイナーが特別なアイデン

ティティが必要な空間について市に申し立て、認められる

と、例外的にプッチーニ外でのデザインが行える柔軟性

も確保されている点である。標準化だけでなく、自由度

も併せ持った仕組みづくりを都市スケールで行っているこ

とに衝撃を受けた。

 

選べる都市交通がもたらす散策の楽しさ
　景観面だけでなく都市交通にも着目してみたい。アム

ステルダムは徒歩で主要拠点を行き来できるウォーカブ

ルシティであったが、自転車・トラム・メトロ・タクシー等

のさまざまな交通手段が整備されており、気分に合わせ

て自由に選択できる点が都市内の移動を面白くしている

と感じた。

　一つ意外だった点がある。オランダは自転車大国として

知られていたため、スポーツサイクルに乗って爽やかに走

り抜ける市民の姿を想像していたが、現地を訪れると、安

価なシティサイクルで険しい表情でベルを鳴らしながら猛ス

ピードで走り抜けていく自転車が大半であった。オランダに

おける自転車は社会階層問わず広く普及しすぎて、単純な

移動手段として位置付けられており、文化としての自転車

が根付いていない点は惜しいと感じられる点であった。

 

水辺環境のポテンシャル
　アムステルダムは運河が張り巡らされた都市で、過去、

住宅不足を背景に水上に浮かぶボートハウスへの居住を

推進した歴史がある。当初は貧困層向けだったボートハウ

スも現在は税金や諸経費が高く富裕層向けの住宅になっ

ていることも学んだ。内部を改装して民泊等に提供されて

いる例もある。一方で岸に係留されているボートは苔が生

えて長い間使われていない様子のものも多かった。　　

　現在、アムステルダムは人口流入が続いており都市計

画局では今後 10年間で 50,000世帯の住宅を供給する

計画がある。こうした背景も踏まえ、改めて水辺を都市

空間の一つとして捉え、実働していないボートを居住可

能なボートハウスに更新し、公共水上交通網も整備する

ことで水辺のライフスタイルが広がり市民の生活を豊か

にするポテンシャルがあるように感じた。

おわりに
　専門家を内部に抱え、デベロッパーの視点で開発や公

共空間の整備を行っている都市計画局からは、行政の

FMにおける日本との比較の中で、スケールの大きさと緻

密さを感じた。スケールの大きさと緻密さを感じた。また、

プッチーニメソッドについては、普段私達がオフィスづく

りで用いることが多い概念「プログラミング」「標準化」を

都市空間に展開している点で、FMの視点から非常に興

味深かった。

　また、こうした多岐に渡る施策も、根底には「市民の居

心地の良い都市空間をつくる」というシンプルな思想が

軸にあり、デベロッパーとして仕事をする上で学びの多い

機会となった。◀
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チューリッヒ大学病院の概要
　チューリッヒはスイス連邦の中央部に位置する同国最

大の都市で、人口は約 39万人、面積は約 88㎢、一見

すると美しい街並みを持つのどかな湖畔の街といった風

情である。しかし、チューリッヒはヨーロッパにおける交

通の要衝で、世界的な金融センターのひとつにも数えら

れる重要な都市であり、治安・教育水準・インフラ面で

のバランスが良く、暮らしやすく学びにも適した環境とし

てさまざまなランキングでもトップクラスに位置する。

　1525年に設立された神学校を基にしたチューリッヒ大

学は、かつてアインシュタインが籍を置いたことで知られ

る。同大学医学部の附属病院であるチューリッヒ大学病

院は、43の部門と研究所からなり、ベッド数 980床、約

7,500名のスタッフを擁し、年間 60万人を超える外来患

者が訪れるスイス最大の病院の一つである。

　病院の敷地は日当たりの良さそうな丘の中腹にあり、

さまざまな年代・規模の建物が混在した施設群で構成さ

れている。歴史的な建物の重厚さや人間的なスケール

感はあるものの、近年の日本で主流となっている効率を

追求した垂直型の高層病院などと比較すると、近代的な

病院とは思えない佇まいである。そのような印象に反し、

この病院は世界最先端の医療と教育で高い評価を得て

おり、日本を含めた海外からの研修生も多いそうである。

このギャップを埋めるものはいったい何なのであろうか。

スイス最大規模の FM実施体制
　これだけの規模の病院になると、FM業務の大半はアウ

トソーシングされ、FM担当職員はそのマネジメントを行

うのが普通である。ところが、驚いたことにチューリッヒ

大学病院の FM業務はほぼ全て病院の職員が行っている

そうである。FM実施体制は 1,100人を超えるスイス最大

の規模であり、以下の 5つの組織で構成される。

①サプライ：従業員 224名、医療器具等の調達、準備、滅菌、
搬送業務

②ホテルサービス（食事提供）：従業員 405名、入院患者、
外来、職員への食事提供、厨房業務

③ファシリティサービス：従業員 336名、清掃、クリーニング、
カスタマーサービス、情報提供

④技術的サービス：従業員 130名、施設の維持管理、エネ
ルギーマネジメント、通信関連業務

⑤セキュリティ：従業員 20名、安全確保、防災

　FM業務は診療以外のほとんど全ての領域を網羅してい

チューリッヒ大学病院に見る
FMの実践と人材教育 

病院 ● スイス・チューリッヒ

近藤　潤  
こんどう じゅん

株式会社ＮＴＴファシリティーズ
研究開発部 研究主任

写真 1　病院の正面玄関 写真 2　屋上から見た病院の施設群 写真 3　搬送業務を支える地下通路
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る。さらに、持続可能な病院の経営を目指した環境に優

しい医療廃棄物処分の検討や、感染防止に向けたウィル

スの研究と情報提供なども実施しているそうである。一般

的な建物の FM業務と比較して非常に幅が広く、専門性

も高い病院 FMの特性が伺える。

　一方で、最初の印象通り、様々な課題もあるというこ

とであった。サプライ拠点は約 100カ所に分散しており、

迷路のような地下通路を利用した搬送の移動距離は一日

に約 14kmにも達する。また、各診療科が分散し、病室

は標準化されておらず、病棟の廊下にはさまざまな機器

が置かれてベッド搬送や食事提供の支障になっている。

さらに、リネンや廃棄物は清潔なものと汚染されたものの

区分も困難な状態だという。これらの深刻な課題を抱え

ながら、高度な医療サービスを提供し続けることができ

る FM実施体制はどのように維持されているのだろうか。

高いスキルの FM人材を生み出す職業訓練制度
　そのヒントのひとつは、広範な FM業務の中で実施さ

れている職業訓練制度にある。スイスには中世からの職

人ギルドの伝統が色濃く残っており、職業教育が盛んで

ある。中学卒業と同時におよそ 70％の学生が実習とい

う形で仕事に就き、働きながら学ぶそうである。チューリッ

ヒ大学病院では FM関連の職業訓練として、食事療法に

特化した調理師、レストランのスタッフ、入院患者のサ

ポート、医療事務、ロジスティクス、医療機器の技術ス

タッフなどが用意されている。この制度があることで、実

際の医療現場で即戦力として通用する高いスキルを有す

る人材が得られやすいというのは容易に想像できる。

　FM業務をアウトソーシングした場合、効率性やコスト

面でのメリットがある一方で、病院から業務実施側への

要望が伝わりにくく、当事者意識も低いという欠点があ

る。その点で、病院が自ら職業訓練を行い、高いスキル

とホスピタリティを有する人材を育成するというのは、非

常に理にかなった制度であると感じた。

全面リニューアル計画の初期段階からFMを導入
　現在、チューリッヒ大学病院では全面的なリニューアル

計画が進行中である。新しい病院は最新の ICT・IoT技術

やロボットなどを積極的に取り入れる意欲的な計画となっ

ている＊。大学病院としての機能を維持するために 3段

階の計画とし、最終的な完成は 2047年であるという。こ

の長期的な計画において、初期段階から FMコンセプト

を取り入れ、プロジェクトの進捗に合わせて実証実験を

行いながら現場の声を拾い上げ、計画に適宜反映させな

がら全く新しい病院を作り上げていくそうである。

　リニューアル計画では、病院の施設を標準化し、プロ

セスの簡素化や柔軟性の向上を目指すだけでなく、職

員の満足度を向上させることも大きな目的の一つである。

病院で働く全ての職員が満足できる職場を提供すること

で、やる気をもって業務に就き、患者の回復を早め、入

院中も居心地良く過ごすことができるようになるという。

この病院で提供される高度な医療と FMの中核をなして

いるのは「人間」であるということを改めて実感させられ

た。30年もの歳月を費やすリニューアル計画の根底には、

FMによって現状の課題を一から見直し、職員の満足度を

高めることで病院のホスピタリティとサービスを大幅に向

上させるという高い理念が感じられた。まさに、経営と一

体となって FMが行われている好事例である。

　今回の視察では、案内してくださった IFMAスイス支部

の方々の熱意と、病院で働く職員の皆さんが誇りを持って

仕事に取り組む姿に非常に感銘を受けた。また、FMの実

践からさまざまな課題への取り組みや人材教育、FMをコ

アとした将来計画まで、FMに関するあらゆる要素が詰まっ

ており、FMが果たすべき役割を再認識することができる

大変貴重な経験であった。◀

写真 4　リニューアル後の病院イメージ ＊チューリッヒ大学病院公式サイト     http://www.en.usz.ch
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都市・オフィス・ワークプレイス・FMは、
どこへ向かうのか

ファシリテーター

似内 志朗  
にたない しろう

JFMA理事 欧州FM視察調査団団長
認定ファシリティマネジャー

鈴木 将敬  
すずき まさのり

三菱地所株式会社 
開発戦略室副主事

（Aグループリーダー）

仙波 達也  
せんば たつや

大星ビル管理株式会社 
本店業務第一部アルカタワーズ
錦糸町センター長

（Bグループリーダー）

社会に根づくFM
似内　長旅お疲れさまでした。明日は帰国日、無事に終

了できそうで、また充実した視察となったことをうれしく

思っています。この座談会では、オフィスビル、ワークプ

レイス、 FM がどのように変わってきているか、視察を終

えた皆さんのお話を伺いたいと思います。

上原　アムステルダム市の都市計画局では、幅広い分

野の専門家を内部に抱えて事業を行っていました。思想

上原 諒悟  
うえはら りょうご

森ビル株式会社
建物環境開発事業部
コンサルティング部
認定ファシリティマネジャー
(Cグループ）

矢野 直哉  
やの なおや

株式会社内田洋行 
経営企画統括部
第二企画部 部長

（Dグループ）

村尾 幸彦  
むらお ゆきひこ

JFMA常務理事

座談会      

写真 1　キングスクロス再開発（コーラルドロップヤード） 写真 2　バタシー再開発（発電所の建物を残した開発）

2019年10月25日　チューリッヒにて

JFMA欧州3国視察調査団の似内団長と 4つのグループ代表者の皆さん、JFMA村尾常務理事により、

現地で座談会を開催。各国の都市や建築、ワークプレイスなどで感じたことや日本との比較などを

FMの視点を中心にお話いただきました。
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仙波　私たちの会社はビル管理業をしています。視察で

も建物の管理という視点で見ていましたが、ロボット警

備員がいることもヨーロッパならではだと思いました。管

理のロボット化による脅威を感じ、私たちも未来に向け

考え方を変えることが必要と思いました。

村尾　チューリッヒ大学病院では、搬送はロボットに代っ

ていくという話がありました。最後にロボットに代っても人

でなければできないことは必ず残るということでした。わ

れわれが考えるとテクノロジー視点で見てしまいますが、

その向こうに人に対する考え方が必ずあると感じました。

建築、まち、コミュニティ
村尾　今回の視察で思ったのは、歴史的な建築物への

視点です。ロンドンでは、改修増築工事を行ったオフィ

スビルの１キング・ウイリアム・ストリートではファサー

ドや内装の一部を残し、キングスクロス再開発のコール

ドロップスヤードでは古い煉瓦造の建物を積極的に残し

て、市民が集まり賑わう場所として活用している。アムス

テルダムでも、アーティストの集まるアトリエと大企業の

オフィスが混在する NDSM エリアでは古い造船所の上屋

を残したまま、上手く活用している。スイスのチューリヒ

大学病院も、残さなければいけない古い病院施設をきち

んと残したまま、改修して活用している。欧州では国が

変わっても、古い建築物は市民の共有の財産として、世

代が変わっても、ファサードや共用部分は変えずに積極

的に活用するという共通する視点があり、都市の奥行を

が明確でかつ専門性があるため、全体が的確にコーディ

ネートされた都市がつくられていることがわかりました。

特に、舗装のレンガやベンチ・ゴミ箱等を全てブロック

のパーツのようなメニューに整備することで、デザイン的

統一感だけでなく、調達合理性にも配慮されていること

に衝撃を受けました。もう一つ印象的だったのはチュー

リッヒ病院です。圧倒的なスケールの FM で、病院の敷

地全体を 40 年かけて段階的に改修していくプロジェクト

を病院のインハウス FM チームが主導して進めているこ

とは驚きでした。学問としての FM をきちんと学んで育

成されたスタッフが多く、層の厚さを感じました。

似内　アムステルダム市都市計画局もチューリッヒ病院

も、プログラミングを含めた長期的・持続的な FM 視点

でまちづくり・施設づくりを行い、それが見事に結果に

結びついている事例ですね。

鈴木 日本でも狭義・広義の FM といいますが、 経営の

中に占める FM の存在の大きさが全然違うのかなと感じ

ました。日本ではどうしてもコスト部門と思われがちです

が、経営を良くしていくための重要な投資として積極的

に取り組んでいるという姿勢が、IFMA スイスの話を聞い

て強く感じました。また、大学でも FM の教育部門があ

ることにも衝撃を受けました。

似内　50 人もの大学教員・スタッフがいて、ひとつの

学部のような存在です。フロントのビジネスを支えるため

にはバックヤード周りがちゃんとしていないとダメなのだ

という、強い考え方があると感じました。

写真 3     アムステルダム市役所都市計画局でのレクチャー 写真 4　アムステルダム市都市計画局・笠真希氏
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形成していると思います。

鈴 木　ESG 投 資 の 考 え方

がここ数年日本でも存在感

を増しています。今はまだ

経済的な合理性と E( 環境）

や S（社会）を比較して考

えてしまっていますが、もう

少しすると、それができな

いような都市は資金が集ま

らない時代が来るのかもしれません。ヨーロッパは日本

よりも早く来ているのかなという印象をもちました。

村尾　公共空間の整備に関するヒントがアムステルダ

ム市都市計画局の説明にありました。アムステルダム

市では、街路などの公共空間を整備するパーツを標準

化することで、かえって選択肢が広がる、バリエーショ

ンが広がるという説明がありました。そういう考え方を

ベースにすることで、パブリックデザインを単一ではな

く多様性を取り入れつつ一貫したまちづくりができ、さ

らに時代が変わっても継続的に一定の方向に向かって

公共空間の質を維持することにより、運河と緑と低層

の建物による美しい街並みが維持されていると感じまし

た。チューリッヒ大学病院でも内容は異なりますが、病

院に関する複雑なサービスやプロセスを標準化するこ

とにより、かえって機能の柔軟性が高まり長期的な対

応が可能となるという、同じような趣旨のことを言われ

ていました。

The Edgeの先進性
似 内　アムステルダムでの TheEdge の入居企業で

あるデロイトの話、ロンドンでは設計者である PLP 

Architecture の話は、 今 回の視 察で多くの参 加 者

から印象深かったとの声を聴きましたが、いかがで

しょうか。

鈴木　デロイトも言っていましたが、IoT を統合化し

たプラットフォームをつくろうとしている。ただ実際

にはバラバラな規格を統一化しようとしているが、い

まだ 3 つにしか統合できていません。100 点満点で

なくても、目的を達成するために導入して使いなが

ら良くしていく姿勢が大切だと思います。日本で事前

に The Edge のムービーを見て、技術面でも凄いの

だろうと期待していましたが、技術面では大きく変わ

らないことがわかりました。

上原　IoT まわりは日本でも十分対抗していけると感

じました。国民性なのかもしれませんが、インターフェ

イスのつくり方など、使いやすく細やかになっている

ので、精緻な IoT とオフィスの融合は日本がリードで

きる可能性があると、少し希望を持ちました。

似内　デロイトが面白いのは、彼ら自身がユーザー

なので、ユーザー目線で働き方・働く場をつくる側

に立ったリーダーシップを持ってるわけです。 何故

The Edge をつくったかという 4 つの理由がありまし

たが、こういうワークプレイスが社業の発展のために

絶対必要なのだという明確な理由がありました。未

写真 5　The Edge 写真 6　The Edgeのアトリウム
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来がこう変わるので、働き方も変えていくというビジョ

ンが明確です。そのために技術がある。やるべきこ

とが決まっていてその通りに進めています。要素技

術はイマイチな部分はありますが、そんなことはもの

ともせず目標に向かって進んでいく。日本でもやれ

ばいいと思います。

鈴 木　おっしゃる通り目的に合わせて技術を使い、

ソーシャライズしていくというのは、彼らの優れたと

ころだと思います。デロイトのコンペティターはグー

グルやアマゾンと言っていましたね。

矢野　私はワークプレイスが仕事ですが、印象に残っ

ていることは PLP の相浦さんが「ワークプレイスで

大事なのは Social Experience （社会的な体験）で

ある」と表現をされたことです。ワークプレイスは、

ビルの中の単なる仕事場というよりは、 社会との接

点をどうやってつくるかが重要だということです。病

院もまちづくりも同じです。「人フォーカスの時代」と

は個人個人の問題ではなくて、 社会としてのつながり

やコミュニティが発達し、より大きなパワーを生み出

していく。その中で企業の考え方がある。デザイン・

建築・都市・社会とのかかわりという視点がヨーロッ

パには一貫してどの国もあるのと感じました。

似内　人間というのはコミュニティの相互関係の中で

生きているから、その中で新しいアイデア、デザイン、

ウェルビーイングの感覚が生まれているのではない

でしょうか。

矢 野　 その 通りだと思 い

ます。The Edge のデロイ

トの方がおっしゃっていた

のは、自社の業績だけが

良くなればい いのではな

く、 周 辺 のビル を 含 めて

全体として社会とつながる

ようなことを求めていて、

デロイトはグロー バ ルで

28 万人が働いていますが、それぞれのエリアでつな

がりを求めている。オフィスの環境を IoT で整えてい

るだけではなくて、つながりを濃くしていく思想です。

都市化するオフィスビル
似内　ワークプレイスも建築も都市化していくという

話の中で、 PLP の相浦さんは高層ビル自体を社会化

できないかといっていましたが、これは日本でも実現

性のあるやり方じゃないかと思います。上原さんにお

聞きしたいのですが、 森ビルでは以前からバーティカ

ルガーデンシティという考え方をお持ちですが、近い

ところがないでしょうか。

上 原　当社は、 都市の力を高めるには多種多様な

人々が集まってくることが重要であると考えており、

人々を引き付ける都市の力を「磁力」と呼んで、そ

れをいかに高められるかを考えています。例えば六

本木ヒルズにはオフィスワーカー、居住者、旅行者

写真 7　The Edgeに入居するデロイトでの視察 写真 8　デロイトでの視察とレクチャー
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などさまざまな 人 が いま

す が、 オフィスワーカー

は、ビルから街に降りてく

ることで、街のエネルギー

や、ソーシャル な 感 覚を

覚え刺 激を受 けます。 足

元にそうした場をつくるた

め、 高層化で効率化する

という考え方がバーティカ

ルガーデンシティでしたが、PLP の高層ビル自体を

社会化するという考え方は、視野が広がりました。

似 内　相浦さんは、 高層階も含めてミックスユース

でつくる、立体的な都市をつくるという話でした。僕

も不動産開発を行っていたので、レンタブル比を良

くするために高層化し、低層部で付加価値をつける

ことを考えてしまうのですが、これからは賃料設定基

準も立地や坪単価ではなく、生産性に対しての対価

へ変わっていくのではないかという話もありました。

上 原　オフィスビルの専有部のあり方が見直されつ

つあり、都市と専有部の間のような中間的領域をビ

ルの中につくる考え方も出てきています。虎ノ門麻布

台プロジェクトでは街をひとつのワークプレイスとす

るコンセプトです。実現にあたっては、 中間領域の

機能・賃料の対象・セキュリティの課題等、考えな

ければならない要素が多いです。

鈴木　本来は街の中にいろいろな機能があって横に

動けるのが人間的な感覚としては一番いいのだと思

いますが、相浦さんの話で刺激的だったのは、建物

の高さを土地性的に捉えて、高さが違うから同じ機

能でも価値を変えられるとおっしゃっていました。私

たちもコモンスペースを散りばめたらどうなるのかと

いう話をしていて、これまでは効率的に低層階にコモ

ンスペースをつくり、上層は専用的部分という発想を

していましたが、それを散りばめようとすると交通や

セキュリティなどいろいろな問題が出てきますが、も

しかしたら可能なのかなと今回初めて思いました。

似内　あれは面白い話でしたね。

鈴木　ボルダリングを上に持ってきているという話もあ

りましたね。たしかに一階と上階では価値も違ってく

る。

似内　エレベーターが外壁を走るのも凄かったです。

ゲームチェンジャーと言っていました。これまではエ

レベーターは垂直に上下することを基本にオフィスの

プランがつくられてきましたが、そうではなくて外皮

でどうにでもなると。 Google のキングスクロスのオ

フィスでは横に移動するエレベーターが設置予定で

す。いろいろなものが変わっていく。そこには技術発

想とニーズ発想の両面がありそうです。

仙波　そういう気がします。技術的にできるのかとい

うと、意外と簡単にできるのかもしれません。

似 内　FM に話を戻すと、 仙波さんは今のような話

を聞いて、ビルを運用する立場としてどのように感じ

写真 9　旧郵便局をリノベーションした Edge Olympic 写真 10　Edge Olympicはコワーキング施設として活用
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ましたか。

仙 波　ビル管理として考えた場合、ビルの外部にあ

るエレベーターの維持管理、 異常停止時の対策な

ど、実現するには多くの課題があり、イニシャルコス

ト、ランニングコストを考えれば、デベロッパーが採

算上、実現は難しいのではないかと感じました。

エネルギーについて
似 内　 地 球 温 暖 化の問 題 から起 因し、 使うエネル

ギーをミニマムにすることは大きな関 心 事でした。

Edge Olympic でプレゼンした学者の話では、制御

するとほぼゼロになると試算していました。一般的な

省エネルギーとは異次元のアプローチです。

仙 波　寒いのを我慢しているという話もありましたが

（笑）

似内　背景として、地球温暖化対策の国際枠組み「パ

リ協定」で 2050 年までに温室効果ガス 80％削減

を目標にしています。ゼロを目標としている国もあり

ます。

仙 波　アムステルダム市では産出している天然ガス

を使わない方針とのことでした。

似 内　あれはすごい話で、ローコストでガスを産出

できるのに、それを使わないと言っているのです。

仙 波　使用エネルギーは個別に制御し絞っていくこと

と同時に、デマンドを足しこむことでピークをずらし、

複合用途であれば総量を減らし、予測モデルを使うこ

とで再生可能エネルギー

を使える割合を算出できま

す。

似 内　うまくコントロール

し平 準 化して、ピ ークを

下げれば壮大な設備は減

る。日本では省エネが進

んでいて、絞りきった雑巾

というようなことがいわれ

ていますが、JAFM 賞を受賞した金融機関の事例で

も約 2 割減っています。

仙 波　古いビルの設備は更新していくべきですが、

既存ビルの設備能力では限界もありますね。

ウェルネスの潮流
似内　矢野さんにお聞きしたいのですが、WELL プ

ラチナ認証を取得した Edge Olympic では過剰なぐ

らいな緑に象徴されるように、ウェルネスの思想を

体現する直球の回答のような印象がありました。最

近日本でもワークプレイスでウェルネスが注目されて

いますが、これからどういう方向に進んでいくとお考

えですか。

矢野　いろいろなお客様とお話すると Amazon 本社

の球体のジャングルのようなオフィスがいいといわれ

ることが多いのですが、本来はリラックスできるため

の緑視率や色などを考えることが必要です。われわ

写真 11　ユーロスターでロンドンからアムステルダムへ 写真 12　チューリッヒ到着直前の風景
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れも商 品 開 発をする時に

グリーンを入れていこうと

考えますが、 屋内では虫

が わ か な いように空 調を

どうするか、 植 栽 が 枯 れ

ないように水や照明をどう

するかといったコントロー

ル が 重 要 で す。 テクノロ

ジーでどのように快適にで

きるのかを考えています。まだエビデンスが少ない

のですが、積み重ねをもう少ししていかないといけ

ないと考えています。

似 内　緑だけじゃなくてフクロウの木彫があったり、

ぬいぐるみがたくさん置いてあったり、囲われた打ち

合わせコーナーがあったりと、リラックスするため、

かなり手厚い環境になっています。

矢野　プレゼンを受けた階段状の教室は、ぬいぐる

みもあったのですが、黄色になっていました。あれ

は集中力を増す色です。オフィスの中はいろいろな

カラーリングをされていますが、集中するにはどんな

スペースや色がいいのか等、脳波も調べています。

Edge Olympic の階段教室は集中しながらもトークが

できるような環境づくりがされています。意図的かわ

かりませんが、ものすごく集中しやすいと思いました。

似内　単に面白くつくっているように見えて、実はよ

く考えられているという感じがします。

鈴 木　WELL もデータオリエンテッドになりすぎる

と、空間が均一化していくのではないかと感じてい

ます。認証も項目チェック方式で点を取るためにみ

な同じような空間をつくっていく。それって本当にウェ

ルネスなのかなと思います。最近の日本のオフィスも

似たようなことに取り組んでいて、どこも同じ印象を

受けがちです。本来、企業のあり方は全然違うはず

です。Edge Olympic に行った時に「これが未来の

オフィス」といって、模倣されていくのかなと少し違

和感を覚えました。

似内　それは重要な指摘で WELL や LEED もそうで

すが、認証を達成するための最短距離をどうしても

求めるので、そうすると似たような解法になり多様性

に欠ける可能性がある。快適性、サステナビリティ

等のレベルは高くなりますが、一方で均質化の恐れ

もある。

矢野　デロイトの方がおっしゃっていたと思うのです

が Less is better、 オフィスデザインも技術も研ぎ澄

まされて、本質に絞り込むとかえって応用が利くのだ

と思 います。The Edge や Edge Olympic のオフィ

スも、あまり家具や什器は意識されなかったと思い

ますが、オランダの老舗家具メーカー「ギスペン」

の製品です。パーツを組み合わせ、仕事にあった形

に変えていける。しかも循環経済思想の塊です。ユ

トリヒトの会社まで行ってきました。

村尾　地味だけれど、家具もインフラもずっと長く使

写真 14　チューリュヒ大学病院料理長による説明　写真 13　ホテルオークラアムステルダムのバックヤードツアー
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われていくことで、良いものが自然と社会の中に浸透

していくのかもしれません。

上原　日本のオフィスは一斉に ABW に移行しそうな

流れがありますが、ABW が嫌だというお客様も増え

ています。意外と自由ではないと。

矢野　企業文化も違えば、置かれている環境も違う

ので、それぞれの働き方は違います。日本ではオフィ

スの提案を求められる時、RFP（提案依頼書）に書

かれているのは「働き方改革を推進できるオフィス」

です。デロイトのような具体的なビジョンなどが全然

ないケースも多い。

似 内　目に見えるようです。 とりあえず任せるから

やってみて、ということなのでしょう。働き方改革っ

て何ですかね。

矢 野　本質的なところから入っていかないと。本来

は企業の社会的ミッションがあって、その下に働き

方改革やオフィスのあり方があるべきです。

長期的・持続的視点
似内　Edge Olympic は例えば元々郵便局の建物で

した。スケルトンだけ残してかなり変えたと思うので

すが、ある程度お金をかけ、デザイナーの腕が良け

ればあそこまでできる。 郵便局を建てた時はこんな

オフィスになると想定してなかったと思いますが、フ

レキシブルな建物を考えるなら、設備のあり方など

ライフサイクルを考える必要があるでしょう。

仙波　Edge Olympic のビル

のライフサイクルを考えた

時、もともと何 年 で 計 画

したのかわかりませんが、

ビル内部のものを全部取

れば用途変更も可能です

し、 各 設 備も大した設 備

はなさそうでしたので、た

しか にフレキシブル に変

えられると興味を持って見ておりました。

村 尾　チューリッヒ大学病院で 2047 年の最終型に

向けて一度につくらず、その時々で最新のテクノロ

ジーを状況に応じて取り入れキャッチアップし、ス

テップアップしていくことが最適なつくり方であると

おっしゃっていました。The Edge でも一度に完成品

をつくるのではなく、同じような取り組み方ですね。

似 内　現実には、つくる行為と使う行為は連続して

います。 完 成 直 後 から変 わっていく。FM は企 画・

計画・建設・運用のライフサイクルをカバーする実

学という意味からも、必然的に長期的な視点、持続

的な視点を求められます。また、 将来どのように世

の中が変わっていくかを見通すことが求められます。

こうした意味で、今回の海外視察では、長期的・持

続的価値を重視する新しい潮流に触れるとともに、

FM の役割を再確認できた旅であったといってよいと

思います。長時間ありがとうございました。◀

写真 15　レッチワース・ガーデンシティ・ヘリテージ財団にて
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　欧州3国FM視察調査は、イギリス、オランダ、スイスの

視察調査であったが、国や視察調査の対象は限定されて

いるものの、共通した FMの取り組みの方向性がより明確

となったように思う。そのひとつとして、持続可能な都市

ということが挙げられる。

　イギリスのレッチワースガーデンシティは、エベネザー・

ハワードが提唱した田園の良いところと都市の良いところを

併せ持つ田園都市を目指して、100年以上も前に着手し現

在も緩やかに成長し続けるロンドン郊外の小都市である。

当時、ロンドンでは所得により住環境に大きな格差があり社

会問題となっていた。そこで、所得にかかわらず緑に囲ま

れた住居と、職場も住居の近傍にあり、生活利便施設や美

術館、映画館、飲食店などもある理想的な田園都市を建設

するために、ロンドン近郊のレッチワースが選ばれた。

　田園都市を成立させる非常に明確なアイデアとして、開

発することにより土地の価値を上げ、上昇分を再投資する

というスキームが構築されていた。ただし、無計画に大き

くすることは止め計画的につくること、地元の住民が全て

のアセットを保有すること、長期的な管理計画に基づいて

管理し、土地はガーデンシティ会社が保有し、地代や家

賃収入を地元に還元することにより田園都市を美しく保つ

こと、を基本的条件としている。

　当初計画の完成から 60年以上経ち、ガーデンシティも

高齢化が進み、若者はロンドンへ居住するという傾向もあ

るが、職住近接し生活利便な理想的な環境を求めて居住

する人も多く、人口は計画完了後も緩やかに増加し、再成

長の時代を迎えており新たな開発計画が立てられていた。

　公園や住宅を取り囲む樹木が大きく育ち、落ち着いた

住環境が整備されている通りを歩くと、まちづくりを持続

可能とする仕組みや、理念の重要性を改めて実感させら

れた。（写真 1）

　オランダのアムステルダム市の都市計画局においても、

レッチワースと同様に、良好な都市環境を永く維持する仕

組みがあることがわかった。アムステルダムは干拓で生ま

れた都市である。市が干拓することにより市所有となった

土地の上に、定期借地で民間企業や公社が賃貸住宅を建

設している。

　旧市内に建設する住宅は、所有者にかかわらず、高さ

を揃え、どの建物もレンガ造として街並みを統一している。

居住者は、所得差にかかわらず区別なく品質の良い賃貸

住宅に居住することができるようになっている。その考え方

は、都市景観は公共空間の一部であり、市民が共有してい

持続可能な都市と
ファシリティマネジメント

総括

村尾 幸彦  
むらお ゆきひこ

JFMA常務理事

写真1　レッチワース ガーデンシティ 広い歩道と2・3階建の商

店、住宅、街路樹の落ち着いた街並

写真2　アムステルダム市公共空間 緑地、レンガタイルの排水

溝・道路・歩道、植栽ボックスによる構成
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るものであり、品質を良くすることで市民の公共意識が高ま

り、環境が維持されるというものである。市の都市計画局

は、歩道や緑地で形成される公共空間にデザインガイドラ

インを作成し、舗床のレンガタイルや側溝のパーツを標準

化することにより、組み合わせによる多様性を創出しなが

ら、一定の統一感が得られるようにしている。（写真 2）

　ファサードの素材や高さが統一された運河沿いの景観

は、どの通りを歩いても歴史を感じさせ、市民の中で永く

公共空間に対する価値観が共有されてきていることが実態

として理解できる。

　スイスのチューリッヒ大学病院は、広大な病院施設群と

そこにかかわる医療従事者、患者、家族、研究者、学生など、

さらに直営、委託を含む非常に多くの FM関係者がおり、

ひとつの病院都市ともいえる規模である。FMはIFMＡスイ

ス＊が実施している。IFMＡスイスは非常に長期的な視点

に立ち、病院経営と一体となり病院にかかわる全ての方へ

のホスピタリティを前提として、施設経営全体を統括して

いる。2047年を目標に、歴史的に保存活用する病棟施設

も含め全病院施設の更新を完了することと、最新の医療

を提供し続けることが可能となるようなグランドデザインを

策定し着手している。

　単なる老朽化する病院施設群の逐次更新ではなく、その

時々の最新の医療を提供し続ける病院経営を実現するため

に時間的レンジが必要であり、それと整合させる FMの長期

計画である。病院施設群を結ぶ長大な地下道は設備用配

管だけでなく信号まで設置され、そこを往来する専用自動

車を見ると、非常に長期的、持続的な考え方に基づく FM

の理念が病院全体に浸透していると感じられた。（写真 3）

　もうひとつの FMの方向性として、スマートシティ、スマー

トビルの FMについても、これから一層重要となると予測

せざるを得ないことがあった。

　アムステルダム市では、排出ガス規制が厳しく、車での

通勤は制約され、自転車専用道による自転車通勤の人が

非常に多くみられた。市の都市計画局で、オランダは天然

ガスを算出しているが天然ガスの使用をやめ、再生可能

エネルギー 100％転換への具体的な数値目標を示し、国

を挙げて積極的な行動に移行しているとの説明があった。

国土が低地であるということもあるが、気候変動対策への

取り組みに重点を置いていると感じた。

　それは、ディ・エッジというスマートビルの FMについ

て、テナントの方から説明を聞き、その実行性に驚かざる

を得なかったことと同じである。しかも、5年前に完成して

いたことは、さらに驚かざるを得なかった。テナントが自

ら、自分たちが入居するビルのスマート化や働き方のアイ

デアを出し、徹底して実現していた。膨大な量のセンサー

設置により、使用者の経験が蓄積され個人レベルで最適

な室内環境が提供されたり、地熱や太陽光など再生可能

エネルギーの利用なども当然のことのように実施されてい

た。（写真 4）

　さらに、エッジ・オリンピックでの入居テナントの説明の

中で、「スマートな街はいらない、スマートな市民が欲しい」

という言葉に、持続可能な都市に向けて、市民全体が参

加し行動するという目標が共有されていると感じた。

　欧州3国FM視察調査は、現地で説明を聞き自分の目で

見ると、持続可能な都市に向けて FMの役割が今後さらに

重要となり世界的な動きとなることが想定され、より一層

FMを普及していく必要があると思った。◀
＊ IFMＡスイス：

International Facility Management Association スイス、IFMＡスイス支部

写真 3   チューリッヒ大学病院地下　地下に張り巡らされた長大
な道路ネットワークと移動用自動車

写真 4  ディ・エッジ　太陽光パネルをサッシュに組み込んだ南側
のファサード
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はじめに
　道路、橋、トンネル等で代表される社会基盤構造物（イ

ンフラストラクチャー、略してインフラ）の老朽化が目

立ってきて、国土交通省はインフラの維持管理（メンテ

ナンス）や長寿命化に意を用いるべく、大号令を発し

ている。ただ、政府をはじめ、地方自治体もインフラ

整備の必要性は認識しつつも予算の確保が思うにまか

せず、頭を悩ませているのが現状である。

　インフラの整備は国や自治体だけの力では不十分な

ことから、民間の力を活用するために、インフラメン

テナンス国民会議や地域単位のインフラメンテナンス

フォーラムを立ち上げて人々の意識改革に取り組んでい

るが、まだ奔流になるまでには時間がかかると思われる。

維持管理の課題
　この 70 年間のわが国発展の経緯を振り返えると、

1960 年代から1970 年代にかけての高度経済成長

期には、人々の生活の向上を支えるためのインフラが

数多く建設された。その後、1990 年代になると、半

永久的と信じられていたインフラに不具合が生じはじ

め、改めて、インフラにも寿命があることが理解され

るようになった。ただ、造ったインフラが何時まで使

用可能かは、実際の環境下で時間の経過を待たない

と本当のことが分からない。1990 年代の後半以降、

インフラの耐久性に関する研究が精力的に進められて

いるが、環境による因子が多種であり、劣化のメカニ

ズムも多様であるため、学問的な成熟度はまだまだ低

い状態である。極論すれば、100 年の寿命があるか

否かは 100 年経過してみないと分からない。その観

点からは、医学関係で進められている疫学的手法は

十分参考になると考えられる。

　地域医療のシステムもインフラの維持管理におい

て参考にすべきものと思われる。私たちの健康管理

は、日常においてはホームドクターにお世話になっ

ているが、異常が発見され、より精密な検査が必要

な場合は、ホームドクターから市民病院に連絡が行

き、対応がとられる。市民病院は地域の大学医学部、

大学病院との連携も強く、人々の多種多様な病気に

対応できるシステムとなっている。このように、治療

のレベルに応じて連携できる仕組みはインフラの維

持管理にもぜひ必要である。そのためには、地域に

ある大学や高専などの教育研究機関と行政、民間企

業等との新たな連携を模索する必要があり、さらに、

ホームドクターに相当する地域のインフラを見守る技

術者の育成も必須の課題となっている。

インフラメンテナンスの
技術者育成（ME新潟）

丸山 久一  
まるやま きゅういち

長岡技術科学大学 
名誉教授

図表１  ME新潟第 6期のプログラム 実習時間の多さと

　　　  グループ討議が特徴

図表 3    ME新潟資格取得者が、県内各自治体で

　             1名以上ほしい

図表 2   座学や現場実習のほかに、講師を交えた

               グループ討議を行う
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ME新潟のスタート
　地域のメンテナンスエキスパート（ME）の育成を最

初に発想し、行動に移したのは岐阜大学と長崎大学で

ある。今から10 年以上前に活動を始め、2008 年に

文部科学省の助成事業に認定されて本格的な活動を開

始した。5年間の助成期間を終えて、次のステップに

移る際に、長岡技術科学大学、山口大学、愛媛大学

に声が掛かり、2013 年に5大学のコンソーシアムで

新たに文部科学省の助成事業としてスタートすることと

なった。長岡技術科学大学で開始したインフラメンテナ

ンスの技術者育成（ME新潟）では、県内の関係団体

の総力を結集するために協議会を立ち上げ、協議会で

種々の問題について議論し、決定していく方法をとった。

協議会のメンバーは、教育機関から長岡技術科学大学

を事務局として新潟大学、長岡工業高等専門学校、行

政側から国土交通省北陸地方整備局、新潟県、新潟市、

民間団体から新潟県建設業協会、コンサルタンツ協会

北陸支部、北陸地域づくり協会、新潟県建設技術セン

ターでスタートした。その後、NEXCO東新潟支社、日

本技術士会北陸支部、県地質調査業協会が参加して現

在に至っている。

ME新潟のプログラム
　文部科学省の助成事業期間（5 年間）では、秋に

6 週間（週 1日）で構造関係、春に5 週間（週 1日）

で防災関係の講義および実習を行い、その都度修了

認定試験を行ってきた。文部科学省の助成事業が終

了した 2018 年からも、行政の技術者も育成すると

いう視点を変えず、受講者からは受講料を徴取せず、

協議会のメンバーの支援（基本的にヒトとモノの支援）

で事業を継続することとした。ただ、経費をできるだ

けかけないようにするため、構造および防災のプログ

ラムを見直し、秋に 8 週間（週 1日）の講義および

実習とし、資格試験もまとめて実施することとした。ま

た、事務局を新潟大学に移すとともに、各種の助成

事業に応募して採択されたもので事務局の必要経費

を賄うこととした。

　本年度のプログラムを図表 1 に示す。1日の内容

として、午前は座学、午後は現場実習およびグルー

プ討議としている（図表 2）。他の類似のプログラム

と比較すると、現場実習の時間が多いことと講師と一

緒のグループ討議を組み込んでいることが大きな特

徴である。募集人数は、会場や現場実習等を考慮し

て約 40名としている。資格認定試験の合格者に「ME

新潟」の資格を付与しており、過去 5 年間で 177 名

が資格を修得している。（本年度はまだ確定していな

い）（図表 3）。

ME新潟の今後
　ME 新潟の資格修得者の構成を図表 3 に示す。ま

だ自治体職員の有資格者が少ない。県内の各自治体

で少なくとも１名のME 新潟資格者がいると、維持管

理の業務がよりスムーズに進むものと思われる。

　ホームドクターとしてのME 新潟の養成に加え、彼

らを生かす体制づくりが重要である。本来ならば、自

治体にインフラの維持管理が可能な技術者がおり、

必要に応じて自治体から直接、ME 新潟資格者、専門

コンサルタンツ、研究機関に業務発注ができるのが望

ましい。北陸地方整備局、新潟県あるいは新潟市等

の規模の大きな組織は独自にインフラの維持管理が

可能であるが、それ以外の自治体では非常に難しい

のが現状である。

　今後、地域のインフラの維持管理を適切に実施す

るためには、自治体と研究機関や専門コンサルタンツ、

ME 新潟を結ぶネットワークを構成することが重要に

なってくる。（図表 4）◀

図表 4　地域のインフラの維持管理を適切に

                実施するためのネットワーク作りが重要
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施設包括管理を
公共FMのスタンダードに

注目が高まる施設包括管理

　明石市では2018年 4月から施設包括管理を開始し

ました。近年、注目が高まっている施設包括管理です

が、約1年半実施してみて、多くの自治体にとって効

果的で、今後の公共FMのスタンダードになり得ると実

感しています。

　施設包括管理とは、従来、個別に委託していた複数の

施設、複数の維持管理業務をまとめて委託する手法です。

まとめて委託するといっても、すべての作業をひとつの事

業者が行うのではありません。元請事業者が全体のマネ

ジメントを行い、実作業は地元を中心とする多くの事業

者の協力を得て（再委託で）実施することになります。

　本市では、電気設備、消防設備等の点検や清掃など

に加え、すべての日常修繕を含んでいることが特徴です。

導入のねらいと効果

　本市は、「公共施設配置適正化基本・実行計画」を

策定し、施設のあり方の見直しを進めてきました。

しかし、施設の統廃合や転用等は、多くの関係者の意

見を聞きながら進める必要があるため、短期間で簡単

に成果が出るものではありません。そんな中でも何と

か施設に係るコストを減らそうと、基本的には役所の

中の合意だけで進めることができる施設包括管理に取

り組むことにしました。

　このため、検討を始めた当初のねらいは、業務効率

化によるコスト削減にありました。しかし、より本質的な

効果は、施設の安全・安心の向上であると考えています。

これまで大半の施設では、事務職員が施設管理を担って

いましたが、包括化に併せて配置した担当の技術職員と、

受託者となるビル管理の専門事業者の技術力やノウハウ

を活かして施設の安全性を高めることができています。

ハードルを乗り越える

　導入までにはさまざまなハードルがありました。

　まずは、コスト削減効果を生み出す工夫です。施設

包括管理におけるコスト削減効果の主な要因は、多くの

業務をまとめて任せることによるスケールメリットではな

く、契約等の事務量減による自治体職員の人件費の削

減です。本市では、中核市移行のタイミングであったこ

ともあり、施設包括管理の導入にあたって職員数を幾人

か減らせるだけのコスト削減効果が求められました。

　しかし、先行導入していた自治体と同様の設備点

検・清掃のみの包括化では担当職員の仕事の余裕

を生み出すことはできても、職員減には至りませんで

した。そこで、件数も多く、現場確認等にも手間の

かかる日常修繕を取り込むことにしました。その結果、

松永 聡平  
まつなが そうへい

明石市 総務局財務室 
財政健全化担当

財政健全化担当課長

図表 1 　施設包括管理のコスト削減効果
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業務開始時には職員 7名を減員（他課へ異動）し、

4,800 万円のコスト削減につながりました。

　次に、マネジメント経費の水準の見極めです。事業

者公募の提案上限額の算定にあたっては、基本的に以

前の契約実績を根拠にしましたが、これまで委託して

いなかったマネジメント経費については、積算根拠と

なる資料がありませんでした。

　そこで、サウンディング調査に参加いただいた9事

業者からの聞き取りを踏まえ、多くの事業者が公募に

参加してもらえるよう、コスト削減を説明できる範囲で

最大限の枠を確保することとしました。

　現状は、プロポーザルで、企画提案内容および提

案価格を競ってもらうことによって、マネジメント経費

を含めた委託料の妥当性を確保していますが、今後、

多くの自治体の事例が積み重なれば、妥当な水準が

見極めやすくなると考えています。

修繕を含むからこその満足度

　2018年は、大阪府北部地震、西日本豪雨、台風な

ど例年以上に自然災害が多く、初年度としては厳しい

条件でした。修繕対応件数は約1,900件と、包括化

以前と比べて約600件増加しましたが、ブロック塀の

対策など一部を除いては、包括化以前の修繕料の範

囲で乗り切ることができました。包括化により、手続き

面の手間を極力省いて修繕を行えたことと、何より本

市の担当技術職員と受託者の修繕担当者の知識・経

験・フットワークの良さが大きかったと感じています。

　その中で、非常に効果的であったのが、受託者の修

繕担当者自身が修繕を行う「内製化」です。修繕は通

常、受託者が協力事業者間の見積り合わせを行って実

施しますが、内製化の場合は、通常の半額程度で実

施する仕組みとしています。これによって、給水設備の

不調や排水管のつまりなど、比較的軽易でも早急な対

応が必要な案件や、扉・窓、一部照明器具の不調な

どこれまであまり実施できていなかった案件にも、機動

的に対応することができました。

　施設は細かな要望に対応してもらえる、市は通常よ

り安価に修繕できる、受託者は本体契約の経費に加え

て一定の経費を計上できる、協力事業者は手間がかか

る割に儲けの少ない応急対応に手を取られないと、ま

さに四方良しの手法といえます。

　このように効果的に修繕を行えていることもあり、

2018年度末に実施した対象施設へのアンケート調査

では、修繕件数が多かった施設を中心に「良くなった」

の回答が約7割と、おおむね良い評価をいただくこと

ができました。施設や施設所管課との連携や協力事業

者の体制充実など、課題はまだまだ多いですが、これ

まで実施できなかった修繕が実施され、施設の改善が

見えたからこその良い評価と考えています。

公共FMのスタンダードに

　今後は、施設管理の品質をより高めていくとともに、

施設の再配置や長寿命化など公共FM全体に貢献して

いくことを目指しています。

　まずは、施設包括管理の中で蓄積される点検結果や

修繕のデータと、受託者を含めた人員体制を、関連情

報の一元管理や施設カルテ・保全計画の更新等に活

用していくことが、公共FMを長期にわたって継続して

いく土台になると考えています。

　施設包括管理は公共FMの新たなスタンダードにな

り得る取り組みです。ぜひ、多くの自治体に取り入れて

いただきたいと思います。◀

図表 2 　明石市のコスト削減効果の積算 図表 3 　修繕の内製化の仕組みと実績
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防災・減災 ❶

「逃げ出す街」から
「逃げ込める街」へ

　森ビルでは、六本木ヒルズをはじめ、虎ノ門ヒルズ

など、東京都心部を中心に大規模な再開発事業を手

掛けている。開発地域のみならず周辺地域の防災拠点

としての貢献も果たす「災害に強い安全・安心な街づ

くり」を行うことが社会的使命と考え、災害時に「逃げ

出す街」から「逃げ込める街」への転換を提言し、大

規模再開発の特性を活かしたハード面はもとより、運

用にかかるソフト面に至るまでさまざまな対策を講じて

きた。今回は、ソフト面を中心に紹介する。

1. 震災時の組織体制

　震災時に迅速かつ的確な行動を取ること、事前の備

えが被害を最小限に抑えることにつながることから、当

社では「森ビル震災対策要項」を定め、この要項と「震

災対策基本方針」を震災対策の柱に、ソフト面の取り

組みを強化し、社員それぞれが日頃から震災に対する

意識を高めている。

　東京23区内で震度5強の地震が発生した際、約

1,400名の社員全員が自動的に震災対策組織へと移行

し、あらかじめ指定されている役割を遂行するよう震災

対策要項で定めている。通常業務から復旧活動へトッ

プの指示を待つことなく移行できるため、より迅速な復

旧活動を実現し、お客様の生活、事業の継続を支援す

ることを目指している。

防災要員の初期活動

　当社では、前述のとおり、23区内で震度5強の地

震が発生した場合、夜間休日を問わず速やかに震災対

策本部を立ち上げることとなり、この際に実際に本部設

営に取り掛かる「防災要員」の役割を社員が担っている。

　防災要員はこうした緊急対応に備えて六本木ヒルズ

から半径2.5km以内の範囲に住居しており、現在約

140名の社員が震災時だけでなく、平時の組織下にお

いても大雪や台風などによる被害発生時にも初期対応

の役割を担っている。

大雪、台風等の初期活動

　大雪の際は歩行路確保のための除雪、暴風時には

その後の飛来物や倒木などの対処がその活動となる。

さらに、防災要員とは別にビル管理上のさまざまな緊

急対応に備えて六本木ヒルズ近隣に管理要員社宅を用

意、施設管理を担当する社員が住居し、大雪や暴風な

どが予想される際には自らもその対応に備え、出動が

必要と判断される場合には防災要員と連携して対応す

る体制としている。

2. 震災訓練と震災備蓄

　当社では、全社員を対象にした年2回の大規模な

総合震災訓練（活動訓練・体験訓練）を実施しており、

その他に安否確認訓練や社宅部訓練などを合わせると

細田 隆  
ほそだ たかし

森ビル株式会社 
震災対策室事務局 事務局長

図表 1 　災害時における施設管理者としての事業継続支援体制への移行 写真 1　早朝の除雪活動 安全な歩行路を確保する
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防災・減災−1

震災訓練は年間30回にもおよぶ。

　活動訓練は、対策本部立ち上げ、建物安全確認、

テナント安否確認、応急救護、帰宅困難者受け入れ等、

訓練テーマを毎年設定して実施している。体験訓練は、

社員の自助・共助の能力を高めるため、AEDの操作

を含めた救命講習、消火器訓練等を行っている。加え

て、全社員に救命技能認定の取得が義務付けられてい

ることも当社の特徴である。

　当社では阪神・淡路大震災以降、社員用とともに、

テナント、帰宅困難者、近隣居住者、協力業者用の食

料備蓄に取り組んできた。現在では、六本木ヒルズで

10万食、虎ノ門ヒルズで5万食、森ビル全体では計

27万食の非常食を備えている。昨今では、食べ物ア

レルギーの方や幼児、高齢者の方にも配慮した備蓄の

準備を進めている。

　また、当社の管理運営物件での帰宅困難者受入数は、

六本木ヒルズ5,000人、虎ノ門ヒルズで3,600人、そ

の他の施設を含めて約10,000人におよぶ。これらの

備蓄品については、東京都民間一時滞在施設備蓄品購

入費用補充事業を活用している他に、インフルエンザ

やノロウィルスなどの対策として、感染拡大に備えてマ

スクや手指の消毒剤、嘔吐物の処理キットを用意してお

り、また、施設運営スタッフ用に怪我人の救護活動等

に備えて血液に触れないようゴム手袋やエプロンなどの

PPE（個人用防護具）も備蓄倉庫に保管している。

3. 災害に備えた情報収集、情報発信システム

情報収集システム

　地震や台風などが発生した際、施設利用者の安全を

確保する上でタイムリーかつ正確に情報を収集し適切

な復旧活動へつなげることが重要であることから、各

施設の被害状況を迅速に把握する当社独自の情報収集

システム「災害ポータルサイト」を導入し、建物の被

害状況等がリアルタイムかつ全社員で共有できるよう整

備している。

情報提供システム

　施設利用者へのタイムリーかつ有効な情報提供手段

として、エリア放送を活用した独自の災害時情報配信

システムを構築している。情報は、その時そのエリア

にいる人達にとって有効な内容を提供でき、オフィス内

テレビ、住戸内テレビ、館内テレビモニター、スマート

フォンやパソコン等で視聴可能となっている。

　これらのコンテンツの一部には、港区との情報伝達

に関する協定を締結し、区の防災情報・交通情報等を

配信しており、日常的に視聴可能とすることで、非常時

にも視聴してもらいやすいよう工夫を講じている。

4. 帰宅困難者対策
　東日本大震災を受け、港区は都内でもいち早く地震

や風水害などの災害が発生した際に港区全体の安全を

確保することを目的に、企業・団体との協力協定を締

結することとなった。当社も周辺地域への貢献を果たす

ため、2012年 3月に「災害発生時における帰宅困難

者受け入れ等に関する協力協定」を締結した。

　また、震災時には多くの滞留者が発生し、救助活動

への妨げや将棋倒し等の二次災害が懸念されることか

ら港区、消防、警察、地元業等で構成される六本木駅

周辺滞留者対策推進協議会に参画し、安全対策の協

力を行っている。その後、2018年 2月には原宿・表

参道駅周辺帰宅困難者対策協議会に、2019年 6月

には虎ノ門地域滞留者対策推進協議会にそれぞれ参画

し、地域防災の一翼を担っている。◀

写真 2　森ビル総合震災訓練の様子 写真 3 独自の「災害ポータルサイト」で核施設の被害状況を迅速に把握する
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■本誌No.196号で山家さんにバトンをわたされた古阪幸代さん（フルリエゾン）からのメッセージ
山家夫佐永さんと初めてお目にかかったのは、日本オラクルの自社ビル新本社見学。昨今のABW に近い考え方の

新しいオフィスづくりに頑張っておられる姿が印象的でした。即、私が主宰するオフィスづくりの勉強会WFM にお

誘いし、ずっとメインメンバーのおひとりとして支えてくださっています。北海道出身で全日空からキャリアを始め

られた山家さんらしく、その後どこの会社に移られても、いつも背筋がピンと伸び、か細いながらも道産子の逞しさ

でお仕事をされています。

ファシリティマネジャーの仕事 ●

山家 夫佐永  やまや ふさえ　　

日本 NCR 株式会社　
Corporate Service 部 Manager
認定ファシリティマネジャー

FMとの出会い
　「ファシリティマネジメント」という言葉を初め

て耳にしたのは 2004 年だった。オフィス設計と

プロジェクトマネジメントを行う設計事務所にプロ

ジェクトマネージャーとして入社するまで、「ファシ

リティマネジメント」という分野や「ファシリティマ

ネジャー」という仕事があることすら知らなかった

が、今やその仕事の奥深さや難しさ、面白さを知り、

自分のキャリアとして進むべき道となっている。

　社会人としてのスタートは航空会社のグランドス

タッフとして地方空港での勤務だった。「ホスピタ

リティ」を念頭に置きながら、お客さまに接する事

の大切さを学び、１日の業務の中で起こるさまざ

まなできごとや多種多様な要望にどう対応するべ

きかを模索し、多くの失敗も経験した。グランドス

タッフという業務経験を通して、「ホスピタリティの

実践」がいかに難しくもあり、面白くもあるかを知っ

た。グランドスタッフ業務を経験した後は、全く異

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
F
M

　
　
　
　
　
　
実
践
の
難
し
さ
と
面
白
さ

●プロフィール

新卒で航空会社の特定地上職に配属となりホスピタリティを学ぶ。その後、
設計事務所へ転職しファシリティマネジメントを知る。その後はインハウスの
ファシリティマネジャーとして外資系企業でFM 業務に携わっている。

21
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なる業界だったが、縁があって設計事務所で「オ

フィス設計」と「ファシリティマネジメント」を学ば

せてもらった。そして、2006 年から外資系企業で、

インハウスのファシリティマネジャーとしてのキャリ

アが始まった。社会人としてスタートをした頃は、

自分がファシリティマネジメントにかかわるとは全く

想定していなかった。

自分にとっての顧客は誰か

　ファシリティマネジャーとして仕事を行う上で、

常に意識している事は、「自分にとっての顧客は誰

か」である。社会人としてのスタートで「ホスピタ

リティ」を念頭にお客さまに対応する事の大切さを

学んだことがベースになっており、今もこの考えを

常に念頭においている。インハウスのファシリティ

マネジャーとしてソフト（人）面とハード（ファシリ

ティ）面の両方に最適なソリューションを提案する

際に、「ホスピタリティ」を軸にして提案を練ると

考えがまとまりやすい。顧客は全ての社員であり、

時に協力していただく外部会社の方々でもある。こ

れまでの反省すべき自分の対応を振り返ると、「顧

客は誰か」の考えが足りず、自分の価値観中心で

判断していたことが多かったと思う。

ホスピタリティはマニュアル化が難しい

　ファシリティマネジャーの業務は多岐にわたり、

さまざまな知識や対応が必要となる。ファシリティ

マネジメントの公式ガイドに記載されている「FM

のホスピタリティを実践するうえでの留意事項」を

すべて実現させることは非常に難しい。「ホスピタ

リティ」は一方通行ではなく、顧客と「共に喜び

を共有する相互満足」「共に価値を高めていく共創」

という対等な関係である。お互いに満足できる結

果を得られればいいが、設備面や財務面の状況に

よっては、社員からの全ての要望に答えられず、「ホ

スピタリティ」を念頭に対応したつもりでも、一方

通行になる場合も多々ある。同じような要望でも「以

前は対応できたが今回はできない」「ある社員が

満足できた対応策でも、他の社員には満足しても

   Relay Essay
リレーエッセイ　21

らえない」という例も珍しくない。最適な対策はな

んだろうかと模索する中で、一方通行となり、どう

すべきだったかと反省をする度に、対応マニュアル

があればいいと思う。しかし、マニュアル化ができ

るほど簡単で単純ではない。これが「ホスピタリティ

FM」を実践することの難しさである。

　一方でこの難しさが面白さに変わるゆえんでもあ

る。社内で、さまざまな部門の社員や協力会社の

方々と検討に検討を重ねて答えを編み出していき、

マニュアルのないレイアウト、システム、プロセス

やポリシーなどが形になっていくときの相互満足を

一度経験すると、正解が一つではないからこそ「共

創」することの面白さが味わえる。

ホスピタリティのあるワークプレイス作り

　働き方も多様になり、「ダイバーシティ」「ABW」

「生産性の向上」など、さまざまなキーワードを

念頭に置きながらの場所創りももちろん重要だが、

必要とされているワークプレイスがそれぞれのキー

ワードに合うかどうかではなく、会社や社員が「共

創」「相互満足」するために、そのキーワードの中

の必要な要素はなんであるかを常に考えなければ

ならないと考えている。自分１人の価値観だけで

は一方通行になってしまうこともあり、また、自分

１人では成しえないことも学んだ。ワークプレイス

作りにおける「FM のホスピタリティを実践するうえ

での留意事項」を実現させるためには、社員だけ

ではなく、さまざまな外部の協力会社の方々が必

要である。１人では実現できないからこそ、多くの

人たちと共創して出来上がったワークプレイスが、

ファシリティマネジャーにとっても社員にとっても満

足できるよう、これからもマニュアルのない難しさ

と面白さに挑戦していきたい。◀

　　　次回このリレーのバトンは、
      日本オラクル株式会社の

 

　　　　　   高橋 秀夫さんへ。



2019 年 7 月に神楽坂で開催した第 12 回同窓会

トピックス

2013年度アジアFM・不動産
現状視察調査団メンバーの
継続的な交流

　2013 年 9 月に、JFMA が主催した「2013 年度アジア

FM・不動産現状視察調査団」に参加してから、早 6 年

が経過した。

　視察場所は、「東洋の真珠」と呼ばれ、現在もコロニ

アル建築スタイルの建築物の多くが現存しているミャン

マーのヤンゴンと、「東洋のパリ」と呼ばれたベトナムの

ホーチミン。

　ヤンゴンではヤンゴン工科大学、ティラワ経済特別区、

スターシティー等、ホーチミンではホーチミン工科大学、

トゥーティエム地区開発地域、SORA gardens 等、多様

な施設を視察するとともに、訪問先で貴重なプレゼン

テーションを聞き交流を行った。

　ヤンゴンで印象に残っているのは、豊かな自然、黄金

に輝く寺院、歴史的建造物、美しい街並み、そして人々

の笑顔と優しさ。日曜日にシュエダゴン・パゴタという

寺院に立ち寄った際、強い日差しを避け、日陰で寛いて

いる多くの家族達がいた。ガイドから「この場所は、信

仰の場であり、憩いの場。休日になると家族全員で朝か

ら来て、弁当を食べ、夕方帰っていく。郊外のほとんど

の家は古く小さく、家具や物も必要最小限のものだけし

か持たない。でも家族で一緒に幸せに暮らせれば、そ

れ以上のものは求めない」と聞き、人と幸せについて強

く考えさせられた。ホーチミンで印象に残っているのは、

「九龍（メコン川）」のようなパワーとスピード、そして

人々の熱気とバイクだった。

　最終日の解散式を兼ねた夕食会の際、故池田芳樹元

専務理事からの提案で、同窓会を結成することとなり、

幹事の指名をいただいた。

　帰国してから準備を行い、JFMA FORUM 2014 の最終

日に合わせ開催した第１回の同窓会では、参加者の近

況報告や視察での思い出話しなど、5 カ月ぶりの再会で

あったが、昨日まで一緒に視察していたかのような一体

感を感じさせる楽しい同窓会であった。

　2019 年 7 月 26 日、第 12 回となる同窓会を神楽坂で

開催した。直前にイタリアを旅してこられた柳澤忠・佐

和子両先生の旅行報告会は、皆でたくさんの写真を見

ながら笑いあり驚きありの楽しい報告会で、その後もイ

タリアの都市や FM 等の議論が続いた。参加者の近況

報告では、三菱地所プロパティマネジメントの大平落執

行役員からヤンゴン中央駅前周辺の大規模複合再開発

事業「ヨマ・セントラル・プロジェクト」の概要を興味

深く聞いた。

奥村   潤  
おくむら じゅん

日本郵政不動産株式会社
新規事業本部 事業創造部グループリーダー

認定ファシリティマネジャー
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トピックス

韓国ファシリティマネジメント協会
（KFMA）大会参加報告

　韓国のファシリティマネジメント協会（KFMA）が主催

する FM 大会第 25 回国際シンポジウムが、2019 年 11

月 7 日から 8 日に韓国ソウル大学校で開催された。毎年

同時期に開催されているが、今年は日本から、JFMA の

教育研修委員であり、元 FM プロジェクトマネジメント

研究部会長の金英範氏と JFMA からは成田（専務理事）

が KFMA から招待され参加した。

　大会のテーマは、「Survival FM 」（変化の時代、FM

の役割）で、講演は、サムスンが寄贈した「ホアム旧教

授会館」（HOAM Faculty House,Samsung Convention 

Center）内の 3 会場で開催された。

　2 日間で行われた Session は 7 分野にわたり、合計発

表件数は、38 件ほどである。発表件数は、JFMA が行っ

ているファシリティマネジメントフォーラムの 2 分の 1 に

満たないが、学会・ビジネス界それぞれ密度の濃い発

表が見られた。下記にセッションの一覧を示す。

1 : Strategic FM（戦略的 FM）

2 : Safety and Environment（安全性と環境）

3 : FM Summit（FM サミット）

4 : Asset/Property Market（資産 / 不動産市場）

5 : FM Platform of User Centerd

（ユーザー中心の FM プラットフォーム（ワークプレイス））

6 : The Technique of Building Performance 
     improvement

    （建物のパフォーマンス改善のテクニック）

7 : FM Technology（FM テクノロジー）

　JFMA からは成田が、テーマ「日本における災害と防

災」について発表した。日本のことわざ「地震・雷・火

事・親父」から始まり、日本における地震の多さ、過去

の事例、近年も巨大地震が起きていること、阪神淡路大

震災（1995 年 1 月 17 日）や東日本大震災（2011 年 3

月 11 日）の災害の状況から復興状況、さまざまな復興

に向けてのボランティア活動の紹介。

　さらに、近年、頻繁に来襲する台風や豪雨災害など想

定外の災害にいかに備えるか、他人事でなく自分事とし

て考える大切さ、「自助・共助・公助」の考え方、ハザー

ドマップの紹介、組織として、BCP・BCM の構築の大切

さ、さらに備えるために、立地の選択、最適立地を選ぶ

ことがいかに大切か、そして免震構造・制振構造などの

地震に備える構造方式、青森県の市庁舎の耐震補強と

減築の取り組みなどを紹介した。

　多くの地域で長期化した台風 15 号による停電の対応

なども紹介し、防ぐだけでなく原因を減らす大切さにつ

いても言及し、FMの「ミッション」は人々を幸福にするこ

とであり、SDGs はその目標を可能にする開発目標であ

り、私たちのライフスタイルを見直す時が来ているとし

た。

　また、夕刻には、懇親パーティも開催され、会場には、

米国、フランス、中国、ロシア、ほか海外からの参加者

も多く、充実した大会であった。

成田 一郎  
なりた いちろう

JFMA専務理事
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Information│ご案内

JFMAが主催するイベントのご案内です。

参加ご希望の方は、JFMAホームぺージ（セミナー一覧）よりお申し込みください。
http://www.jfma.or.jp/seminar/index.html
なお、タイトルや講師、日程等、変更になる場合があります。お申し込みの際は、ホームページにて最新情報をご確認ください。

セミナー・イベント

開催日・期日 セミナー・イベント 会　場 CFMJ 資格登録更新講習
B 方式ポイント 掲載頁

1 〜 3 月（予定） ウィークリーセミナー　（調整中） JFMA 会議室 2 ポイント P55

2/19-21 第14回 日本ファシリティマネジメント大会
ファシリティマネジメントフォーラム 2020

・テーマ：人フォーカスの時代
ファシリティマネジメントが拓く未来

・基調講演、特別講演など 80 件以上のセミナー
・展示会出展企業 25 社以上 (2/20-21)

タワーホール船堀
（東京都江戸川区）

3 ポイント / 大会

P04

6/28 2020 年度 認定ファシリティマネジャー資格試験 札 幌、 仙 台、 東 京、
金沢、名古屋、大阪、
広島、高松、福岡

― P55

8/7 初級 FM スクール（2020 年度 第 1 回） JFMA 会議室（予定） 3 ポイント ―

8/1 ～ 9/20 2020 年度 認定ファシリティマネジャー資格更新登録の申し込み ― ― ―

8/20・21・27・28
9/3・4 FM サマースクール JFMA 会議室（予定） 18 ポイント / 6 日間 ―

9 月（予定） 海外 FM 視察調査団 ― ― ―

10/9 初級 FM スクール（2020 年度 第 2 回） JFMA 会議室（予定） 3 ポイント ―

10/16（大阪）
10/22・23（東京） 2020 年度 認定ファシリティマネジャー資格更新講習 D 方式

大阪会場：大阪科学
技術センター
東京会場：学術総合
センター内一橋大学
一橋講堂中会議場

― ―

11 月（予定） FM 上級セミナー JFMA 会議室（予定）

1 講座につき
1 ポイント

（全講座受講者は
8 ポイント）

―

12/11 初級 FM スクール（2020 年度 第 3 回） JFMA 会議室（予定） 3 ポイント ―

 ■ 書籍 　 　　 事務局 ： 鈴木 克己

　本書は、認定ファシリティマネジャー資格取得をめざして
いる方々のために、過去4カ年（2016～2019）の試験問題と
その解答を完全収録し、さらに、理解に役立つよう自己採点
チェック欄を設け、各々にわかりやす
い解説を付した問題集です。なお、
2003年度より、配点を明記することし、
「論述試験」については、解説を記載
しています。＊2018年度より新・資格
試験がスタートしました。当該試験問
題集は、受験する上で効果的な参考
書となります。

編　集：認定ファシリティマネジャー資格試験研究会

発　行：公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会（JFMA）

価　格：会員 特別価格2,750円（税込み）
　　　  定価3,080円（税込み）

申込方法：
1. JFMAホームページ　http://www.jfma.or.jp

  メニューバー → 書籍・報告書 → 書籍紹介 → ご購入お申し込み　

2. また、同ページのAmazonのアイコンからも購入できます。

●『最新4か年認定ファシリティマネジャー資格試験問題集（解答・解説付）』[令和2（2020）年度版]
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　水曜日にFMに関するさまざまなテーマについてセミナー
や見学会を開催しています。
　なお、4月～7月は、JFMA賞シリーズ、9月は防災特別セミ
ナー、10月～11月はFM秋の夜学校を予定しています。1月
～3月、12月につきましても、詳細が決まりましたらJFMAホー
ムページでお知らせいたします。

時　間 ： 水曜日　18:15～20:00
参加費 ： 会員2,000円　非会員3,000円
会　場 ： JFMA会議室
定　員 ： 30名

＊日程は、都合により異なる場合があります。

＊ファシリティマネジャー資格更新ポイントは、2ポイントが獲得できます。

Information│ご案内
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 ■ ウィークリーセミナー 　 　　 事務局 ： 重綱 鉄哉

 ■ 「2019年度 認定ファシリティマネジャー資格試験」のご案内 　 　　 事務局 ： 鈴木克己

開催概要

主    催 ： FM資格制度協議会

事務局 ： 公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会（JFMA）

資格取得までの日程：
受験申し込み受付    2020年4月1日(水) ～ 5月15日(金)
試験日（学科試験・論述試験） 6月28日(日)  9:30～16:30
合格発表・合否の通知           9月1日(火)
資格新規登録受付                 9月2日(水)から

受験資格：
年令・学歴・性別に関係なく誰でも受験できます。
ただし、合格後の資格登録にはFMの実務経験が必要です。

必須教科書：
『公式ガイド ファシリティマネジメント』

受験申し込み：
受付期間　2020年4月1日（水）～5月15日（金）

申し込み方法：
公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会（JFMA）のホーム
ページhttp://www.jfma.or.jp/（メニューバー＞認定ファシリティ
マネジャー資格＞試験案内）に掲載する書式に、氏名、連絡先他、
必要事項を入力し、上記の期間内に申し込んでください。受験申し
込み受付後、受験に必要な書類一式をご指定の住所に郵送します。

受験手数料：
22,000円（消費税込。なお、払い込み手数料はJFMAが負担します）

払い込み期間 ： 2020年4月中旬頃～ 5月22日(金）

受験票の発行 ：
受験票は申込受付後、受験者のもとに郵送などで送付します。

試験日および時間割 ：
試験日：2020年6月28日（日） 9:30～16:30
①FM概論（60分） ②FM業務（90分） ③FM知識（60分）
④論述（90分）

試験地・試験場：
試験場は下記の予定です。試験場は、受験票でご確認ください。

試験地	 試験会場	                        所在地

札    幌　北海道自治労会館　北海道札幌市北区北6条西7丁目5-3

仙    台　国際マルチビジネス専門学校　宮城県仙台市青葉区中央4-8-32

東    京　東京理科大学          東京都新宿区神楽坂1-3

名古屋　　　未定	                     愛知県名古屋市

大    阪　大阪科学技術センター  大阪府大阪市西区靭本町1-8-4

金    沢　石川県教育会館	  石川県金沢市香林坊1-2-40

広    島　RCC文化センター	  広島県広島市中区橋本町 5-11

高    松　　　未定	 　　　　   香川県高松市

福    岡　福岡商工会議所	  福岡県福岡市博多区博多駅前2-9-28

※会場を変更する場合があることをあらかじめご了承ください。

お問い合わせ
公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会（JFMA）

　〒103-0007　東京都中央区日本橋浜町2-13-6　浜町ビル6階
　TEL：03-6912-1177     FAX：03-6912-1178

　E-mail ： touroku@jfma.or.jp
    URL ：  http://www.jfma.or.jp/

   　メニューバー ＞ 認定ファシリティマネジャー資格 ＞ 試験案内

　の「受験案内書」で詳細をご確認ください。

2018年度より『公式ガイド ファシリティマネジメント』に基づく新・資格試験がスタートしました。
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 ■ イベント・セミナー等 実施報告                                                     
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● ウィークリーセミナー  

　水曜日にFMに関連するさまざまなテーマについてセミナーやワークショップ、見学会を開催しています。2019年9月から11月
のセミナーでは、調査研究委員会による「初心者のための FM 秋の夜学校」を開催しました。毎回多くの皆さまにご参加いただき
ました。会員企業以外の多くの皆さまにもご参加いただき、FMに対するニーズの高まりがうかがえました。

● 9/25（水） 
　[WS0580]　ユニバーサルデザイン研究部会
　テーマ ： 「コンパクト＆ユニバーサル、
                                  これからの日本に不可欠なユニバーサルデザイン」
　講　師 ： 部会長 似内 志朗

　[WS0581]　こころとからだのウェルビーイング研究部会
　テーマ ： 「ファシリティマネジメントとウェルビーイング」
　講　師 ： 部会長  高原   良

● 10/02(水) 
　[WS0582]　オフィス・ワークプレイスの知的生産性研究部会
　テーマ ： 「知的生産を支えるワークプレイスの条件」
　講　師 ： 部会長  齋藤 敦子

　[WS0583]　人と場へのFM投資価値研究部会
　テーマ ： 「FM投資効果を可視化する『Work&FMTech』最前線」
　講　師 ： 部会長  岡田 大士郎

● 10/09(水) 
　[WS0584]　エネルギー環境保全マネジメント研究部会 
　テーマ ： 「再生可能エネルギーを取巻く最新動向」
　講　師 ： 部会長  横山 健児

　[WS0585]　キャンパスFM研究部会
　テーマ ： 「大学のファシリティマネジャーの役割
　　　　　　　　　　-改正私立学校法施行に向けて-」 　
　講　師 ： 部会長  藤村 達雄

●10/16(水) 
　[WS0586]　リスクマネジメント研究部会
　テーマ ： 「初級FMリスクマネジメントと
　　　　　　　　　　Facility・DIGチェック項目の概要」 　
　講　師 ： 部会長  上倉 秀之

　[WS0587]　ヘルスケアFM研究部会
　テーマ ： 「病院のファシリティマネジメント入門」
　講　師 ： 部会長  森   佐 絵

●10/23(水) 
　[WS0588]　CREマネジメント研究部会
　テーマ ： 「CRE(企業不動産)のマネジメント事例研究」
　講　師 ： 部会長  大野 晃敬

　[WS0589]　FM財務評価手法研究部会
　テーマ ： 「FM財務評価の基礎知識」
　講　師 ： 部会長  大山 信一

●10/30(水)
　[WS0590]　インフラマネジメント研究部会
　テーマ ： 「インフラ点検のすゝめ」
　講　師 ： 部会長  岩佐   宏

　[WS0591]　公共施設FM研究部会
　テーマ ： 「[公共施設等総合管理計画]から[個別施設計画]の策定へ」
　講　師 ： 部会長  高橋 康夫

●11/6(水)
　[WS0592]　FMプロジェクトマネジメント研究部会
　テーマ ： 「[オフィスづくりのための
　　　　　　　　FMプロジェクトマネジメント基礎講座」
　講　師 ： 部会長  穂積 義剛

　[WS0593]　FM戦略・企画研究部会
　テーマ ： 「FM戦略の立案・実施のポイント
　　　　　　　　　　　-企業経営から地域経営まで-」
　講　師 ： 部会長  高藤 眞澄

●11/13(水)
　[WS0594]　コンピュータ活用研究部会
　テーマ ： 「FM領域で係わるIoT新技術の動向」
　講　師 ： 部会長  天神良久

　[WS0559]　BIM・FM研究部会
　テーマ ： 「ファシリティマネジメントのためのBIM）」
　講　師 ： 部会長  猪里 孝司

●11/20(水)
　[WS0596]　品質評価手法研究部会
　テーマ ： 「ファシリティ品質に対する評価項目の考え方 
　　　　　　　　　－トイレを例に－」
　講　師 ： 部会長  野瀬 かおり

　[WS0597]　運営維持手法研究部会
　テーマ ： 「ファシリティマネジャーのための運営維持入門」
　講　師 ： 部会長  吉瀬   茂
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● 特別セミナー健康経営とワークプレイス 

   「特別セミナー　健康経営とワークプレイス」では、健康やウェルビーイングの全体像や健康的な働き方への取り組みなど、国
内外のさまざまな実践事例を交えながら、新しい働き方についてご講演いただきました。

● FM上級セミナー 

　今回のセミナーでは、FMがサステナビリティ経営の中でいかに力を発揮するか、さらに、その価値創造をいかに可視化するか
という切り口で、クリティカルシンキングや情報技術及び企業の先進的な取り組み事例も含めた講義を通じて、今後の社会変革に
向けたFMのあり方を探索すべく開講いたしました。受講者の皆さんからは「今の流れに則したテーマで参考となった」「新たにチャ
レンジをして行きたい」など積極的なご意見、評価を多数得て、全日程を終了致しました。ご参加ありがとうございました。

● 初級FMスクール 

　本年最後（第3回）の初級FMスクール。今回は女性が1/3の参加で、24人満
員御礼という盛況のうちに終了いたしました。夏から申し込んで、毎回満員で今
回ようやく参加できたという方もいらっしゃり、ご迷惑をおかけしました。FMの
最新の話や全体像が把握できたとのお言葉も多くいただきました。
　来年からはさらにバージョンアップした初級FMスクールでお会いできること
を楽しみにしております。

開催日・会場： 8/2、10/25、12/13（金） 1日コース　JFMA会議室

開催日・会場：     　

    8/3（土）  大阪会場  （グランフロント大阪）

  9/21（土）  札幌会場  （ACU-A アスティ45）

11/09（土） 福岡会場  （ACU HAKATA）

事務局：重綱鉄哉

事務局：天津 健太郎、梅澤  剛、湯浅 諭美

事務局：八代 雅幸

講演１： 「健康経営へのJFMAの取り組み」
講　師 ： 成田 一郎   （JFMA専務理事）

講演２： 「北欧FM調査から見えてきた人と組織のウェルビーイング」
講　師 ： 齋藤 敦子   （JFMA広報委員会 委員長）

講演３： 「働く人と経営を元気にする健康経営」
講　師 ： 髙原  良  （JFMAこころとからだのウェルビーイング研究部会 部会長）

講演４： 「健康経営への取り組み」
講　師 ： 浅野 健一郎   （株式会社フジクラ）

講演５： 「ウェルネス重視の潮流」
講　師 ： 似内 志朗   （JFMA調査研究委員会 委員長）

テーマ ：  「社会変革を推進するファシリティマネジメント　～サステナビリティ価値創造の可視化に向けて～」
会　場 ：  JFMA会議室

第1日目　11/1（金）
第1講義　タイトル：「クリティカルシンキングをＦＭに生かす －イノベーションを生み出す思考の技―」

講　師 ： 鶴谷 武親 （早稲田大学、日経ＢＰ総研）

第2講義　タイトル：「SDGs・サステナビリティが促す社会・ビジネス・場つくりの変革とは？」
講　師 ： 広石 拓司（株式会社エンパブリック）

第２日目　11/8（金） 　　
第3講義　タイトル：「リコーの戦略とSDGs―脱炭素社会・循環型社会実現への挑戦―」

講　師 ： 佐藤 多加子（株式会社リコー）

第4講義　タイトル：「ウェルネス重視の潮流とWELL認証」
講　師 ： 似内 志朗（株式会社ヴォンエルフ）

第３日目　11/15（金）
第5講義　タイトル： 「企業価値向上に向けたCSR、BCP情報の可視化」

講　師 ： 野田 健太郎（立教大学）　　　　　　　　

第6講義　タイトル：「5Gとファシリティ価値の最大化」
講　師 ： 亀井 卓也（株式会社野村総合研究所）



Report│ご報告

 ■ イベント・セミナー等 実施報告                                                     

● 2019欧州3国FM視察調査団報告会 

プレゼンの様子 聴講者

開  催 日：2019 年 12 月 16 日（月）

会　　場：三菱地所(株)MEET UP（大手町パークビル 3F）

報告対象：A グループ：大英博物館、NDSM エリア、チューリッヒ大学病院

　　　　　B グループ：レッチワース、The Edge・Edge Olympic、サテライトオフィス

　　　　　C グループ：PLP、アムステルダム市役所、スイスポスト社

　　　　　D グループ：One King William Street、アムステルダム国立美術館、ホテルオークラアムステルダム

　似内志朗氏（JFMA調査研究委員会委員長）を団長に27
名（ほか事務局2名、添乗員１名）が参加した欧州3国FM視
察調査団について、報告会を実施しました。
　10月19日から27日まで7泊9日で、イギリス・ロンドン、オラ
ンダ・アムステルダム、スイス・チューリッヒの企業や団体を訪
問し、都市開発、最新オフィスビルやFM運営について視察調

査を実施しました。それを基に参加者が4つのグループに分
かれ、分担して報告書を作成しました。その報告書に基づき、
似内団長が全体について報告し、各グループの代表者（4名）
が、各グループが担当した3ヵ所ずつの視察内容についてパ
ワーポイントを用いて報告いたしました。
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事務局：川村 正夫

　認定ファシリティマネジャー（CFMJ ）資格登録制度では、
「CFMJ」資格の登録有効期間を5年と定めています。更新登
録は、更新講習（4方式から選択 ）を受講し、登録要件の審査
を受けることで完了します。
　2019年度は、合計998名の方が「CFMJ」資格の更新登録

A 方式
（JFMA 個人会員方式）

B 方式
（FM 活動ポイント方式）

C 方式
（在宅講座方式）

D 方式
（集合講座方式）

合計
大阪

(10/11)
東京

(10/17)
東京

(10/18)

113 30 255
136 233 231

998
600

D方式実施風景

● 令和元年（2019）年度　認定ファシリティマネジャー（CFMJ）資格更新登録

をされました。方式別受講者は、下記の表の通りです。なお、
対象者別内訳は、①今年度に有効期限を迎える方：852名、
②すでに資格が失効してしまった方：127名、③資格試験合格
後5年以内に登録されなかった方：19名でした。

事務局：梅澤  剛、鈴木克巳、湯浅 諭美



　2019年10月29日、ロイヤルパークホテル（東京都中央区）2階 東雲
の間にて、山田 匡通会長をはじめ理事、監事、総勢27名の方々のご出
席をいただき、開催されました。
　会議では事務局より認定ファシリティマネジャー資格試験実施結果な
どの各種ご報告を行ったのち、ご出席の皆さま全員よりご意見・ご提言
をいただきました。テ ーマを「SDGs について、今 後JFMA がどのように
取り組むべきか」として、さまざまなご提言をいただくことができました。
JFMAとして「SDGs」と向き合う上で大きな指針となる大変有意義な意
見交換となりました。

事務局：直江 明彦● 令和元年度 第3回理事会  

　2019年10月29日、ロイヤルパークホテル（東京都中央区）2階 有明
の間にて、経済産業省、ならびに国土交通省よりご来賓をいただき開催
されました。
　お陰さまで回を重ねるごとに多くのご参加をいただき、今回も総勢140
余名さまにお越しいただきました。パーティは終始和やかに、かつにぎに
ぎしく盛会となりました。
　今後もJFMA会員皆さまの交流が図られるようお手伝いさせていただ
く所存ですので、ぜひご利用ください。

事務局：直江 明彦● 令和元年度 法人会員代表者懇親パーティ

　2019年12月23日、イトーキ東京イノベーションセンターSYNQAにて、
144名の参加者のもと、JFMA調査研究部会、BIM・FM研究部会による

『ファシリティマネジメのためのBIMガイドライン』出 版 記 念シンポジウ
ムが開催されました。
　まず、執筆者5人の方が、「ファシリティマネジメントのためのBIMガイ
ドライン」をもとに、BIMとは何か、FMとBIMとの関係やBIMを活用する
ために準備すべきこと、発注者としてのファシリティマネジャーが、いかに
BIMを有効活用するとFMに効果があるかをわかりやすく要点を解説し
ました。引き続き、執筆者7人によるパネルディスカッションを行い、さら
に内容を掘り下げました。
　最後に3人の参加者から質問が出され、丁寧な回答がなされました。
17時に盛会裏のうちに閉会しました。

事務局：鈴木 克己● 『ファシリティマネジメントのためのBIMガイドライン』出版記念シンポジウム

BIM・FM研究部会の猪里孝司部会長によるプレゼン
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敬称略/記載順序: 理事、監事の順、及び法人名の50音順     理事34名　監事2名）

令和元年度 公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会 役員一覧

会　  長 山田　匡通 株式会社イトーキ  代表取締役会長

副 会 長 牧　 貞 夫 NTT 都市開発株式会社  相談役

〃 大井 清一郎 ＪＲ東日本ビルテック株式会社  顧問

〃 村田　誉之 大成建設株式会社  代表取締役社長

〃 岩崎　芳史 日本郵政株式会社  代表執行役副社長

〃 長沼　文六 三菱地所株式会社 取締役執行役常務

専務理事 成田　一郎 公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

常務理事 村尾　幸彦 公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会

理        事 大久保　 昇 株式会社内田洋行  代表取締役社長　

〃 一法師　淳 株式会社ＮＴＴファシリティーズ　代表取締役社長

〃 賀持　剛一 株式会社大林組 執行役員  設計本部長

〃 中村　雅行 株式会社オカムラ  代表取締役社長

〃 井田　卓造 鹿島建設株式会社  建築設計本部 技師長

〃 黒田　章裕 コクヨ株式会社  代表取締役会長

〃 大西　正修 清水建設株式会社  常務執行役員  建築総本部  設計本部長 

〃 寺島　剛紀 大星ビル管理株式会社  代表取締役社長　

〃 道 永　 剛 株式会社竹中工務店  FM本部長

〃 友井　俊介 東急不動産株式会社 都市事業ユニット 都市事業本部 執行役員 本部長

〃 長 澤　 泰 工学院大学 特任教授 共生工学研究センター長
東京大学名誉教授 工学院大学名誉教授

〃 八木　秀記 東京美装興業株式会社  代表取締役社長

〃 中谷 憲一郎 株式会社日建設計 執行役員 ソリューショングループ プリンシバル

〃 金 子　 豊 株式会社日本経済新聞出版社  代表取締役社長

〃 小 坂　 幹 株式会社日本設計 執行役員 ＰＭ・ＣＭ部長

〃 今泉　正義 日本メックス株式会社 代表取締役社長

〃 木下　達司 一般社団法人ニューオフィス推進協会  専務理事・事務局長

〃 似内　志朗 ファシリティデザインラボ 代表

〃 松成　和夫 プロコード・コンサルティング 代表

〃 板谷　敏正 プロパティデータバンク株式会社  代表取締役社長

〃 米倉 誠一郎 法政大学大学院 教授 一橋大学 名誉教授

〃 松岡　利昌 株式会社松岡総合研究所  代表取締役

〃 細田　恭祐 三井不動産株式会社 ビルディング本部 法人営業統括二部長

〃 森　 浩 生 森ビル株式会社  取締役副社長 執行役員

〃 染川 聡一郎 リコージャパン株式会社  顧問  社会インフラ事業部 　　　　　　　　　　　

〃 田 中　 淳 公益社団法人ロングライフビル推進協会  専務理事

監　事 小林　裕明 東京ガス不動産株式会社 代表取締役社長

〃 西村　善治 日比谷総合設備株式会社 代表取締役社長

令和元年12月20日現在
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編集後記
　あけましておめでとうございます。

　旧年中のご支援、ご協力を感謝いたしますとともに、本年もよろしくお願いいたします。

　本年が、皆さまにとって幸多い年であることを祈念しております。

　JFMAでは、毎年、海外視察調査団を送り、海外のFM最新情報や事例を調査・研

究しております。2018年は北欧3国（フィンランド・ヘルシンキ、スウェーデン・ストック

ホルム、デンマーク・コペンハーゲン）を訪問し、北欧の幸福度が高いウェルビーイン

グな働き方や、サスティナビリティの意識の高さなど、多くの先進性を学んできました。

そして2019年10月19日～27日の9日間、ヨーロッパの先進性をさらに知るべく、イ

ギリス・ロンドン、オランダ・アムステルダム、スイス・チューリッヒの3国を調査してま

いりました。皆さまに最新情報をお届けいたしたく、編集日程の関係もあり、現地で

座談会を開催するなど、ご参加いただいた皆さまには大変ご無理をお願いし、ご迷惑

をおかけしました。その成果もあり、本号で、新鮮な情報をお届けできました。ぜひ、

新鮮なうちにお楽しみください。

　また、前号まで第2特集として3回にわたり取り上げてきた「防災・減災」につきまし

ては、FMにとって安全・安心は最重要課題であるという認識のもと、今号より連載企

画として企業の取り組み事例などをご紹介することといたしました。その第１弾として、

森ビルさまの防災配慮について、おもにソフト面についてご寄稿をいただきました。こ

ちらもぜひご一読ください。災害の少ない一年でありますように。

                                                                （成田 一郎）

●次号予告　　　　

JFMA JOURNAL  2020  SPRING
ジャフマジャーナル 34 （ No.198）

JFMA FACILITY MANAGEMENT 
FORUM 2020
第14回 日本ファシリティマネジメント大会
特別号

　いよいよ日本ファシリティマネジメント大会のシー
ズンが近づいてきました。第14 回目の今年は「人
フォーカスの時代　ファシリティマネジメントが拓く
未来」をメインテーマに、江戸川区のタワーホール船
堀を会場に2 月19 日から21 日の3 日間にわたり開
催されます。開成中学校・高等学校校長の柳沢幸雄
さん、ラディクールジャパン代表取締役会長の松本 
晃さん、石坂産業代表取締役の石坂典子さんによる
基調講演、北川正恭さんの特別講演、さらにJFMA
山田会長の講演もあります。シンポジウムやJFMA 賞
の授賞式、ネットワーキングパーティ、展示会など、今
年も充実した内容になっています。次号では、第14
回 日本ファシリティマネジメント大会の記録をお届
けします。                   ＊内容は変更になる場合があります。

　JFMA ジャーナルは Amazon ならびに JFMA ホームページからも購入いただけます。■JFMA ジャーナル バックナンバー

●No.190　2018   SPRING   
FACILITY MANAGEMENT FORUM 2018 特別号
第12回 日本ファシリティマネジメント大会

Hello Next !働き方を変える、街を変える。

●No.189　2018   WINTER         
  特集 FM視点で考えるこれからのワークプレイス 2

    まちにつながるワークプレイス　 

●No.188　2017   AUTUMN         
 特集 FM視点で考える
     これからのワークプレイス 1

     人財の力を最大化するための場づくり

●No.187　2017   SUMMER   
特集 まちづくりを担う公共図書館とFM

     図書館に学ぶ場づくりと価値創造　 

●No.186　2017   SPRING   
FACILITY MANAGEMENT FORUM 2017 特別号
第11回 日本ファシリティマネジメント大会

　FM思考で社会・経営の課題を解決する

●No.185　2017   WINTER
     特集 JFMA設立30周年特別号
     FM渡来30余年。次のステージへTRY

定価1.200円 / 会員価格1,000円（税別・送料別）　

Eメール、FAXでお申込みください。

Eメール ： book@jfma.or.jp　FAX ： 03-6912-1178 

●No.191　2018   SUMMER         
  特集 さまざまな施設をマネジメントする

   社会や時代の変化を先取りし、ユーザーニーズに応える　 

●No.195　2019   SUMMER　
  特集 ファシリティマネジメントの国際標準

   企業力向上のための経営マネジメントISO 41000シリーズ
    第2特集 防災・減災❷　 

●No.196　2019   AUTUMN　
  特集 変わる学校    これからの学校にFMができること

    第2特集 防災・減災❸　 

●No.193　2019   WINTER         
特集 北欧のFMから何を学ぶか 
　 JFMA北欧3国FM視察調査団
第2特集 防災・減災❶

●No.192　2018   AUTUMN         
 特集 まちづくりをマネジメントする

   ソフトとハードの両輪で利用者のハッピーをつくる

●No.194　2019   SPRING
     FACILITY MANAGEMENT FORUM 2019 特別号

第13回 日本ファシリティマネジメント大会
For the Future! FMの未来 新たな価値を求めて
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公益社団法人  日本ファシリティマネジメント協会     法人会員一覧　　　　　　2019年12月24日現在

株式会社アイスクウェアド
株式会社朝日工業社
株式会社アサヒファシリティズ
株式会社梓設計
アズビル株式会社
株式会社アプトシステム
株式会社安藤・間
EYアドバイザリー・アンド・コンサルティング株式会社
イオンディライト株式会社
株式会社イトーキ
イナバインターナショナル株式会社
株式会社内田洋行
株式会社ヴォンエルフ
ANAファシリティーズ株式会社
株式会社エコ・24
NECネッツエスアイ株式会社
NECファシリティーズ株式会社
株式会社NSFエンゲージメント
NTTコムウエア株式会社
株式会社NTTデータ
NTT都市開発株式会社
エヌ・ティ・ティ都市開発ビルサービス株式会社
エヌ・ティ・ティ・ビジネスアソシエ株式会社
株式会社NTTファシリティーズ
株式会社NTTファシリティーズFMアシスト
株式会社NTTファシリティーズエンジニアリング
株式会社NTTファシリティーズ総合研究所
株式会社FMシステム
株式会社エフエム･スタッフ
株式会社エムケイ興産
株式会社エム・シー・ファシリティーズ
株式会社オーエンス
株式会社大林組
株式会社オカムラ
株式会社オフィス企画
オムロンエキスパートリンク株式会社
株式会社オリエンタルコンサルタンツ
オリックス・ファシリティーズ株式会社
オリンパス株式会社

株式会社ガイアート
鹿島建設株式会社
鹿島建物総合管理株式会社
関電ファシリティーズ株式会社
株式会社協栄
共立建設株式会社
キョウワグループホールディングス株式会社
近鉄ビルサービス株式会社
株式会社熊谷組
株式会社久米設計
株式会社久米電装

グローブシップ株式会社
株式会社くろがね工作所
株式会社ケイミックス
コクヨ株式会社
株式会社コスモスモア
株式会社五星
コニカミノルタ株式会社
株式会社コンステック

株式会社サイオー
株式会社財界研究所
株式会社ザ・デザイン・スタジオ
三機工業株式会社
株式会社サンケイビル
三建設備工業株式会社
三幸エステート株式会社
シービーア－ルイー株式会社
JR東日本ビルテック株式会社
シバタ工業株式会社
澁澤ファシリティーズ株式会社
清水建設株式会社
株式会社ジャパンテクニカルソフトウェア
ジョーンズラングラサール株式会社
新生ビルテクノ株式会社
新日本空調株式会社
新日本ビルサービス株式会社
株式会社スクウェア・エニックス
株式会社スターメンテナンスサポート
住友セメントシステム開発株式会社
株式会社スミノエ
星光ビル管理株式会社
株式会社セイビ
株式会社清和ビジネス
株式会社ゼロイン
綜合警備保障株式会社
ソニーコーポレートサービス株式会社

第一商事株式会社
第一生命保険株式会社
株式会社第一ヒューテック
株式会社ダイケンビルサービス
大成建設株式会社
大星ビル管理株式会社
大成有楽不動産株式会社
ダイダン株式会社
太平ビルサービス株式会社
大和リース株式会社
高砂熱学工業株式会社
高砂丸誠エンジニリングサービス株式会社
株式会社竹中工務店
株式会社ディー・サイン
株式会社ティ・ユー・メタル

あ

か

さ

た

177会員 （50音順/敬称略）
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富士フイルムビジネスエキスパート株式会社
プラス株式会社
プロパティデータバンク株式会社
一般社団法人北海道ファシリティマネジメント協会

前田建設工業株式会社
株式会社みずほ銀行ファシリティマネジメント部
株式会社ミダス
三井住友建設株式会社
三井不動産株式会社
三菱地所株式会社
株式会社三菱地所設計
三菱地所プロパティマネジメント株式会社
三菱地所リアルエステートサービス株式会社
室町建物株式会社
明豊ファシリティワークス株式会社
森ビル株式会社

株式会社安井建築設計事務所
株式会社山下設計
株式会社山下ＰＭＣ
ヤマトオートワークス株式会社
株式会社横浜銀行

株式会社ラックス
株式会社LIXIL
株式会社リクルート
リコージャパン株式会社
リリカラ株式会社
公益社団法人ロングライフビル推進協会

株式会社ウフル
エーエフマネジメント株式会社 
株式会社エフエム・ソリューション 
株式会社構造計画研究所 
サンニン株式会社
株式会社 JR 東日本建築設計
JXTG エネルギー株式会社
城南信用金庫  
日本印刷株式会社  
株式会社日本政策投資銀行
農林中金ファシリティーズ株式会社 
パワープレイス株式会社 
株式会社ネルケプランニング
株式会社ピーディーシステム 
福井コンピュータアーキテクト株式会社 
富士ビジネス株式会社 
株式会社文祥堂 
株式会社ライオン事務器

テルウェル東日本株式会社
株式会社電通ワークス
株式会社東急コミュニティー
株式会社東急Re・デザイン
東急不動産株式会社
東京海上日動ファシリティーズ株式会社
東京ガス不動産株式会社
東京建物株式会社
東京美装興業株式会社
東京不動産管理株式会社
東テク株式会社
東電不動産株式会社
戸田建設株式会社
株式会社トヨックス

西松建設株式会社
ニチビル株式会社
株式会社日建設計
株式会社日積サーベイ
株式会社日設
日鉄興和不動産株式会社
日本郵政株式会社
日本環境クリアー株式会社
株式会社日本環境認証機構
日本管財株式会社
日本空調サービス株式会社
株式会社日本経済新聞出版社
日本コカ・コーラ株式会社
株式会社日本設計
日本電技株式会社
日本土地建物株式会社
日本ユニシス株式会社
日本メックス株式会社
一般社団法人ニューオフィス推進協会
株式会社野村総合研究所
野村不動産株式会社

パーソルファシリティマネジメント株式会社
パシフィックコンサルタンツ株式会社
パソナ・パナソニックビジネスサービス株式会社
株式会社パスコ
株式会社ハリマビステム
阪神高速技術株式会社
株式会社ビー・エイチ・シー
株式会社ビケンテクノ
株式会社日立ビルシステム
日比谷総合設備株式会社
日比谷通商株式会社
ヒューリックビルマネジメント株式会社
ファシリティ パートナーズ株式会社
富士ゼロックス株式会社
株式会社フジタ

な

は

ま

や

ら

 法 人 準 会 員

JFMAの運営は、会員の皆さまのご協力によって成り立っています。

18会員 （50音順/敬称略）
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日日本本郵郵政政株株式式会会社社 不不動動産産部部門門

〒

東京都千代田区大手町

グループ不動産統括部:

施設部:

五五反反田田計計画画（（仮仮称称））2023

1909 旧旧山山田田郵郵便便局局

((現現宇宇治治山山田田郵郵便便局局舎舎))

日日本本郵郵政政不不動動産産株株式式会会社社

〒

東京都千代田区大手町

代表:

竣竣工工予予定定

私たちは、地域のお客様の生活に密着した、未来先取型の

新たな不動産サービスを提供してまいります。

「「  時時  代代  をを  創創  造造  すす  るる  」」 

私たちは、１３０年にわたり郵便・貯金・簡易保

険の郵政事業を施設面から支えてきました。

今後、これまでの経験を生かし、次の時代の

創造に向け、お客様のニーズに応えるため、 

より一層前進してまいります。 

※※ 年年 月月時時点点ででのの建建物物全全体体のの外外観観イイメメーージジでであありり、、今今後後変変更更すするる場場合合ががあありりまますす。。
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松永 聡平 　明石市

公共 FM
施設包括管理を
公共FMのスタンダードに

防災・減災
「逃げ出す街」から
「逃げ込める街」へ
細田 隆　森ビル株式会社

山家 夫佐永　日本NCR 株式会社

ファシリティ
マネジャー

の仕事

ホスピタリティFM　
実践の難しさと面白さ

丸山 久一  　長岡技術科学大学名誉教授

FM 研究・
教育

インフラメンテナンスの
　技術者育成（ME新潟）

●特集

百聞は一見にしかず
欧州視察団の9日間
似内 志朗　JFMA欧州3国FM視察調査団団長

一世紀にわたる田園都市理念と今後
レッチワースガーデンシティ
中村  圭　株式会社エフエム・ソリューション

「最もスマートなビル」の根幹にあるもの
PLP Architecture
佐々木 直人　清水建設株式会社

The Edge から学ぶ
新しい働き方の担い手
佐々木 詩織　三菱地所株式会社

従業員にこそ、生き生きと働ける環境を
ホテルオークラアムステルダム
今岡 夕子　アジア航測株式会社

市民のためのデベロッパー
アムステルダム都市計画局
上原 諒悟　森ビル株式会社

チューリッヒ大学病院に見る
FMの実践と人材教育
近藤　潤　株式会社NTTファシリティーズ

持続可能な都市と
ファシリティマネジメント
村尾 幸彦　JFMA常務理事　

ウェルビーイング・サステナビリティ
を支える骨太のFMJFMA欧州3国FM視察調査団

座談会

都市・オフィス・ワークプレイス・FMは、
どこへ向かうのか
似内 志朗　JFMA 欧州3国FM視察調査団団長

鈴木 将敬　三菱地所株式会社

仙波 達也　大星ビル管理株式会社

上原 諒悟　森ビル株式会社

矢野 直哉　株式会社内田洋行

村尾 幸彦　JFMA 常務理事

 第14回  
日本ファシリティマネジメント大賞  JFMA賞

新連載
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1.コクヨ株式会社

日本語社名

中国語社名

社名縦組表記

グレー

スミ100％ スミ100％（白抜き）

コーポレートカラー

印刷用

特色 PANTONE Cool Gray 8C
C＝0  M＝0  Y＝0  K＝50

Web用 3Mカラー

#939598
R＝147  G＝149  B＝152

JS-1016

コーポレートカラー

ロゴ

日本語社名 英語社名 中国語社名

社名横組表記

コーポレートカラー（白抜き）

第2版　作成日：2016年4月1日

第14回日本ファシリティマネジメント大会開催にあたり、
下記企業様から多大なるご支援を賜りました。ここに厚く御礼申し上げます。

おもてなし SPONSOR

2020
2020

SILVER SPONSOR

GOLD SPONSOR

DIAMOND SPONSOR

JFMA_FORUM2020_B0-S-Poster_1224.indd   2JFMA_FORUM2020_B0-S-Poster_1224.indd   2 2019/12/24   15:142019/12/24   15:14

2020ééå±_last.pdf   1   2019/12/05   11:21


	JJ-197_COVER
	JJ-197_COVER
	JJ-197_02-11_1225
	JJ-197_12-15
	JJ-197_16-43
	JJ-197_44-51
	JJ-197_52-66



